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まを上のご注意 

♦安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの「安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま 
全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味 
は巧のようになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 
人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容を示しています。 


A ま意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人び損害を負う可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
います。 


絵表示の例 

A A 記号は注意詹告を含む)しなけれ 
ばな5ない内容であることを示して 
いまず。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場 
合は感電注意)び描かれていまず。 

0記号は禁止（やってはいけないこ 
と）を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は分解禁止）び描かれていま 
ず。 

• 記号は行動を強制したり指示する 
内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場 
合は電源プラグをコンセントか5抜 
け)び描かれていまず。 



A 警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びす 
るなどの異常状態のまま使用すると乂 
災•感電の原因となります。すぐに機器 
本体の電源スイッチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して販売店に 
修理をご依頼ください。お客様による修 
理は危険ですから絶対におやめくださ 
い。 


€ 


• 万一内部に水や異物等び入った場合は、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用する 
と乂災-感電の原因となります。 


•万一本機を落としたり、カバーを破損し 
た場合は、臓ホ体の@源スイツチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店にご連絡ください。そのまま使用 
すると乂災-感電の原因となります。 



• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金11物び備している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いた巧で取り除いて 
ください。そのまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。 


0 


電源コードの上に重い物をのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないように 
してください。また、電源コードび引つ 
張られないようにしてください。コード 
び傷ついて、乂災-感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆ラことに 
より、それに気づかず、重い物をのせて 
しまラことびあります。 


放熱をよくするため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけてください。また、次のよラ 
な使い方で通風孔をふさびないでくだ 
さい。内部に熱びこもり、乂災の原因と 
なることびあ0ます。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

じゅラたんやふとんの上に置く。 

^テーブルク□スなどをかける。 








• 電源プラグは、コンセントに根元まで確 
実に差し込んでください。差し込みび不 
完全ですと発熱したり、ほこりび付着し 
て乂災の原因となることびあります。ま 
た、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことびあります。 

• 電源プラグは、根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して乂災の原因となること 
びあります。販売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼してください。 


Q 


着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
び付属している場合のごを意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他 
の電気製品ではご使用になれません。他 
の電気製品で使用した場合、発熱により 
乂災•感電の原因となることびあります。 
また電源コードは本製品に付属のちの1；( 
外は使用しないでください。他の電源 
コードを使用した場合、この機器の本来 
の性能び出ないことや、電流容量不足に 
よる発熱から乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。 


使用方法 


使用環境 


(§) 

0 

0 


この機器に水び入ったり、めらさないよ 
ラにごミち意ください。乂災-感電の原因 
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺 
での使用は特にごミち意ください。 

風呂場、シャワー室等では使用しないで 
ください。乂災 • 感電の原因となります。 

表示された電源電圧（交流100ボルト 
50 Hz /60 Hz ) じ(外の電圧で使用しな 
いでください。乂災-感電の原因となり 
ます。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。また、船舶などの直流 （ DC ) 電 
源には接続しないでください。乂災の原 
因となります。 


(§) 

Q 

(S) 

(§) 


本機の上になびん、植木鉢、コップ、化 
粧品、薬品や水などの入った容器または 
ルさな金属物を置かないでください。こ 
ぼれたり、内部に入った場合、乂災•感 
電の原因となります。 

めれた手で（電源）プラグを抜さ差しし 
ないでください。感電の原因となること 
びあ0ます。 

本機の通風孔などから、内部に金属類や 
燃えやすいわのなどを差し込んだり、落 
とし込んだりしないでください。乂災 • 
感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではごミち意ください。 

本機のカバーを外したり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、乂災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご依 
頼ください。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に巧げたり、ねじったり、引っ張った 
り、加熱したりしないでください。コード 
び破損して乂災•感電の原因となります。 
コードび傷んだら（お線の露出、断線な 
ど)、販売店に交換をご依頼ください。 

雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因 
となります。 


A ミ主意 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの機 
器の取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、 
説明に従って接続してください。また、接 
続は指定のコードを使用してください。 

本機の上に重いちのや外枠からはみ出る 
よラな大さなをのを置かないで < ださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることびあります。 

本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、放熱や通風び妨げられて、乂災や故 
障の原因となることびあります。(取扱説 
明書でテレビの設置を認めている機器は 
除さます。） 

電源プラグを抜く時は、電源コードを 
引っ張らないでください。コードび傷つ 
さ乂災-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。コードの被覆び溶けて、乂災-感 
電の原因となることびあります。 


〇 

Q 

Q 
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電池 

0 m 指定外の電池は使用しないでくださ 
し、。また、新しい電池とちい電池をミ屋ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災-けびや周囲をミち損 
する原因となることびあります。 

八 • 電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
/|\ (プラスけ）マイナス (一) の向き）にミち意 

ム占し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、乂災 • 
けびや周囲を巧損する原因となることび 
あ0ます。 


• 移動させる場合は、電源スイッチを切り 
必ず電源プラグを]ンセントから抜き、 
>1^ 外部の接続コードを外してから、行って 

ください。コードび傷つさ乂災-感電の 
原因となることびあります。 


保寸 • JMm 

A m 日年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにご相談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと火 
災ゃ故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと 
より効果的です。なお、掃除費用につい 
ては販売店などにご相談ください。 


使用方法 

長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因 
となることびあります。 

本機に乗ったり、ぶら下びったりしない 
でください。特にお子様はごを意くださ 
し、。倒れたり、壊れたりしてけびの原因 
になることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時 
は、安全 ( D ため必ず電源プラグを]ンセ 
ントから抜いてください。 
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お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから抜いて行ってください。 





• 電源の供給を完全に停止ずるためには、電源プラ 
グ（遮断装置）を巧く必要びありまず。万一の事 
故に備え、本機を電源コンセントの近<に設置 
し、電源プラグ（遮断装置）に容易に手び届<よ 
うに設置してください。 



• 機器本体の STANDBY/ON ボタンで電源を切つ 
ても、電源の供給は停止しません。電源の供給を 
完全に停止するためには、電源プラグ（遮断装置） 

を巧く必要びあります。旅行などで長期間、この 

装 S 迎 


を 



製品をご使用にな5ないときにはま全のため必ず 
電源プラグ（遮断装置）をコンセントか5巧いて 



ください。义災の原因となることびあります。 





A ま意 


• 表示部び消えていてち電源の供給は停止しません。 
電源の供給を完全に停止ずるためには、電源プラ 
グ(遮断装置)を抜 < 必要びあります。旅行などで 
長期間、この製品をご使用にな5ないときにはま 
全のため必ず電源プラグ(遮断装置)をコンセント 
か5抜いてください。义災の原因となることびあ 
りまず。 



( S ) 禁止 

• 付属の電源コードはこの機器のみで使用することを目的とした専用部品です。他の電気製品ではご 
使用になれません。他の電気製品で使用した場合、発熱により义災-感電の原因となることびあり 
まず。また電源コードは本製品に付属のものがは使用しないでください。他の電源コードを使用 
した場合、この機器の本来の性能び出ないことや、電流容量不足による発熱か5义災•感電の原因 
となることびありまず。 


〇本機の放熱について 

• 本機を設置ずる場合には、壁か510 cm じ(上の間隔をあけてください。また、放熱をよくずるた 
めに、他の機器との間は少し離して設置してください。ラックなどに入れるときには、本機の天面 
か510 cmm 上、背面か510 cmJU 上、側面か510 cmJU 上のずき間をあけてください。内部 
に熱びこもり、义災の原因となることびありまず。 
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I 6.ヴラウンド再生 

音源と音声出力について . 

エフェクティブサウンドで楽しむ... 

サラウンド再生を楽しむ 

( U スニングモードを選択する） .... 

サラウンドモードを選択する . 

アドバンスドサラウンドモードを 

選択する . 

フ□ントサラウンド-アドバンス 

モードを選択する . 

圧縮音声を高音質化する 

(サウンドレトリバー） . 

ヴウンドの調整を行う . 

スピーカー出カレベルを設定する... 

再生している音声で調整する . 

テスト!-ーンで調整する . 

スピーカーの 距離を設定する . 

ダイナミックレンジコント□ールを 

設定する . 

デュアルモノの設定 . 

バーチャルサラウンドバックの設定 . 
LFE アッテネーターの設定 . 


I 2. スピーカーを 設置ず る 

本機のスピーカーシステムの特長 

スピーカーを 配置する . 

ホームシアターセッティング. 

スピーカーを 準備する . 

別売りの スピーカー スタンドを 

使用する . 

スピーカーの設置場所について 


本機の特長 . 

付属品の確認 . 

サラウンド再生を楽しむまで 


I 7. ラジオを聞< 


放送局を受信する . 己3 

FM 放送の雑音を減らす . 己3 

AM 放送の雑音を減らす . 己4 

放送局を記憶させる . 己4 

受信した放送局を記憶させる . 己4 

記憶させた放送局を呼び出す . 己己 


U モコンの数字ボタンで呼び出す...己己 


サラウンドの自動設定 ( MCACC ) . 38 


5. 準備ずる 


I え接続する 


接続部の名称 . 18 

レシーバーサブウーファー . 18 

ディスプレイユニット . 19 

本機を接続する . 20 

\ 4 . 各部のち荷 I 

ディスプレイユニット . 26 

表示部 . 27 

リモコン . 28 

レシーバーサブウーファーの操作 ...28 

FM / AM チューナーの操作 . 30 

ノ（イオニアプラズマテレビまたは 

お手持ちのテレビの操作 . 31 

パイオニア DVD プレーヤーの操作 ... 32 
パイオニアブルーレイディスク 

プレーヤーの操作 . 33 

パイオニア HDD/DVD 

レコーダーの操作 . 34 

U モコンに電池を入れる . 3己 

テレビプ U セット設定 . 36 

メーカーコードリスト . 36 

U モコンの使いち . 37 

レシーバーサブウーファーの操作 ...37 

機器の切り換えと操作 . 37 

液晶操作画面について . 37 
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ス u —プタイマー . 

表示部の明るさを変える .... 
設定した内容をお買い上げ時の 
状態に戻す . 


外部音声機器の接続 . 

アナ□グオーディオ機器の接続 . 

デジタルオーディオ機器の接続 . 

iPod の接続 . 

他機器の音声を本機で聞くには . 

HDM I伝送で高品位な音声と映像を 

再生する . 

HDMI 対応機器を接続する . 

HDMI 設定 . 

HDMI コント□-ル機能で 

HDMI 機器を連動動作させる . 

HDMI コント□ール機器を接続する.. . 
HDMI コント□ールモードを 

設疋する . 

オートディレイの設定 . 

TV 入力の設定 . 

HDMI コント□-ル機能を 

操作する前に動作確認をする . 

HDMI コント□-ル機能を使う . 

コント□ール端テの付いている機器と 

接続する . 

外部アンテナを接続する . 

AM 外部アンテナをつなぐ . 

FM 屋外アンテナをつなぐ . 


I 70. その他 

故障かな？と思ったら . 

こんな表示び出たとさは . 

マルチチヤンネル再生に 

ならないとさは . 

製品のお手入れについて . 

デジタル音声フオーマツトについて. . 

ドルビー . 

DTS . 

MPEG-2 AAC . 

保証とアフターサービス . 

保証書（別添）について . 

補修用性能部品の最低保有期間.. . 

修理に関するご質問、ご相談 . 

修理を依頼されるとさ . 

連絡していたださたい内容 . 

1±様 . 

レシーバーサブウーファー部 

(SX-LX70SW). 

ヴテライトスピーカー部 
(SSP-LX70ST). 

]、」属ロロ . 

サービス拠点のご案内 . 
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tt ために 

本機の特長 


ブ-上級アンプに匹がずるレシーバー機能を搭載 

本機は FM/AM ラジオはもちろんのこと、ドルビ^^デジタルプラス、ドルビー TrueHD、DTS •ス 2 、 
DTS-HD、DTS-EXPRESS、MPEG-2 AAC などの上級アンプに匹敵する多彩なデコーダーを搭 
載しており、本格的な臨場感でサラウンドを楽しめます。 

また、 WMA^ 3 、 MP3、 MPEG-4 AAC などのステレオ音声に巧して、圧縮•収録時に失われた音 
楽の抑揚感やきめ細かさを復元して高音質化する r サウンドレト IJ パー」機能も搭載しています。 


2-常識を覆する面化スピーカーと、大迫力のダブルドライブヴブウーファー 

正] 2面体の無指向性スピーカーの考え方を基本にする DODEC テクノ □ジーを使った新開発ヴテ 
ライトスピーカーを採用し、映画のワンシーンやコンサート会場の中にいるかのような、圧倒的な 
臨場感を再現します。また、大迫力で力強い重低音び楽しめる] 8 cm ウーファーユニットを2機搭 
載しています。さらに、従来のホームシアターシステムではテレビの上や下に置くしかなかったセ 
ンタースピーカーを、本機では左ちのフ□ントスピーカーに一体化。テレビ周りび雑然としたり設 
置場所に困るようなことを解消し、すっきりとしたホームシアターの構築び巧能です。 


义 HDMI パージョン 1.3a 搭載 

映像と音声をデジタル伝をでさる HDMI 端テを搭載し、多彩なデジタル音声フォーマットに対応。 
また、 HDMI コント□-ル機能も搭載し、パイオニア製 HDMI 機器との連動動作も実現しました。 


4. パイオニア製 AV 機器を一巧操作でまるる機能液晶タッチパネルリモコン 

本機に付属の液晶タッチパネル IJ モコンは、本機のほかにパイオニア製プラズマテレビやブルーレ 
イディスクプレーヤー、 DVD プレーヤーなども操作び可能。これらの機器を接続した本機の入力 
の切り換えちあわせて行えるので、 AV システムを]つの U モコンで操作することびでさます。 


5. 快適なリスニング環境を実おずる、自動音場補正システム [Advanced MCACCJ 

本機は自動音場補正システム [Advanced MCACC(Multi-Channel Acoustic Calibration 
System)」 を搭載し、各スピーカーの音量、距離、音質などの設定に加え、お部屋の残響特性を考 
慮した補正や、 U ビングルームなどで置さやすい定在波の制御なども行います。最短4分半程度の 
わずかな時間で、複雑で難しいとされるサラウンド環境の設定び簡単に行えます。 


6. 環境にやさしい設計製品 

己1チャンネルレシーバー機能を搭載したサブウーファー部は、スタンバイ中の消費電力を日.27 W 
に抑え、環境に配慮した設計をしています。 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 ダスレ D 記号及び AAC □ゴはドルビーラボラトリーズの商標です。 

《2 「 DTS 」 および 「 DTS-ES I Neo :6」 は DTS 社の登録商標です。「96/24」、 「 DTS-HD EXPRESS 」 および 
「 DTS-HD Master Audio 」 は DTS 社の商標です。 

《3 WMA(Windows Media ® Audio ) は、 Microsoft ® 社び Windows ® Millennium Edition し:!降の日 S に標 
準搭載している高音質な音楽圧縮フォーマットです。 

Microsoft、Windows Millennium Edition および Windows Media は米国 Microsoft C 日 rporation の米 
国およびその他の国における登録商標または商標です。 








付属品の確認 

アクセサリーボックス部 


• U モコンX] 


ディスプレイユニット X] 

履 

ディスプレイケーブル (3 m) XI 


• iPod ケーブル （1.5m)x] 


FM 簡易アンテナ X ] 


I AM ループアンテナ X] 



•コント□-ルケーブル (3m) XI 



(図は組み立て 
た状態です） 


HDMI ケーブル (3 m) XI 


•単3形アルカ U 乾電池 
(AA/LR6) X4 


MCACC セツトアップ用マイク X - 



•保証書 
• 取扱説明書 




光デジタルケーブル (3 m) XI 



サテライトスピーカー部 


• フ□ント/センタースピーカー左ち各X ] 


•サラウンドスピーカー左ち各 X ] 

の a 

■スピーカーベース 

フ□ント/センターち-サラウンド左用 X2 

か成 

フ□ント/センター左-サラウンドち用 X2 

* 滑り止めパット 

關 


•スピーカーコード 
4 m/ 赤色（フ□ントち用） X] 

4 m/ 白色（フ□ント左用） X] 

4 m/ 紫色（センターち用） X ] 

4 m/ 緑色（センター左用） X ] 
]0m/ 灰色（サラウンドち用） X] 
]0m/ 青色（サラウンド左用） X] 




Iネジ X4 

% ^ 

滑り止めパッド X16 


レシー八’一 
サブウーファー部 



-はじめに 















































サラウンド再生を楽しむまで 

本機で最適なサラウンド再生をお楽しみいただくためのステップは！;(下のとおりです。 
スピーカーの設置と本機の接続をしてから、自動音場補正システム 「MCACC」 設定を行えば、 
お部屋の状態に合わせた最適な U スニング環境び簡単に整いますび、さらに音質を調整してお巧 
みの音場を構築することを可能です。 



を S 酬 ま)浸 


スピーカーを配置する 

碎13ページ 


本機を接続ずる 

一20ぺージ 


お好みやお部屋の環境に合わせて、スピーカー 
の設置方法を選んでください。 


I ノーマルサラウンドセッティング 


フロント/ 
センター左 


フ□ント/ 
センターち 


視聴位置 


A 


& 


レシーバー 
サブウーファ— 


a 

サラウンドを 


サラ m ち 


I フ□ントサラウンドセツテイング_ 

フロント/ フロント/ £- y 

センター左 センターち I \ 

笛醉 吗瞧 

サラウンドち サラウ^ドち， 

レソー八一 

i 目肺け是 サノウ—ソァ— 


スピーカーやディスプレイユニット、アンテナを接 
続します。 


Ov 




テレビや他機器を接続する 


一24、己6ぺージ 

お手持ちのテレビやブルーレイデイスクプレーヤー、 
HDD/DVD レコーダーなどを本機に接続します。 



• 上記は本機でサラウンド再生を楽しむまでの基本的な手順を示しています。ご使用の前に、 
本書を最後までよくお読みください。 
























































翔旧？資 


リモコンの準備をする 




本機のリモコンで、お手持ちのテレビを操作できる 
ようにします。リモコンの使い方も覚えましよう。 

^aaBaaaaaaaBaaaaaaaaaaaaaaat^ 

° ■ 電池を入れる- ►S 己ぺージ ； 





aDBBDBBBBE 


Iテレビプリセツト設定 -KBS ページ 



己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 B 己 BE^ 


■ リモコンの使い方一己フページ 


嫁 


BBBBBBDBE 


a B B B a D B E 


a B B B B D I 


MCACC 設定を巧う崎 38 ページ 


お部屋の音響特性を高精度に測定し、最適なヴ 
ラウンド設定を行います。4分半〜6分の時間で 
すべて自動で行われます。 



ホームシアターが ちぶ！ 

本機のエフェクティブサウンド機能により、 
お部屋全体に広びる 3 D 音場でサラウンド 
を楽しむことびできます。 


さ bi し . • • 

f 

0 

本機にはシーンやお好みで選べるじ I 下のリスニングモードび豊富に用意されています。 （41 
ぺージ） 

-サラウンドモード 
-アドバンスドサラウンドモード 

-フ□ントサラウンド•アドバンスモード（フ□ントサラウンドセツテイング時） 

他にもさまざまなサウンド機能を選んだり、設定を巧うことび可能です。 

詳しくは、「サラウンド再生」 （40 ページ）をご覧ください。 




























第 2 章： 

スピーカー を設置ずる 


本機のスピーカーシステムの特長 


音楽の生演奏を聴くとさ、楽器からはいろいろなち向に音び広びり、その音び壁に反射したりしてさ 
まざまなち向から視聴位置に伝わります。 

しかし、従来のステレオオーディオシステムやホームシアターシステムのスピーカーは、音の指向 
性び前面ち向のみのため、スピーカーのち向から音び出ている違和感のある音に感じてしまうこと 
びありました。 



生演奏の音の伝わりかた 


従来のスピーカーの音の伝わりかた 


本機のスピーカーシステムは、3次元の音場空間を可能にする D 日 DEC (Dodecahe か on :十こ面 
体）テクノ □ジーに基づいた多面体スピーカーを採用。 IJ ビングなど部屋を立体的な音で満たし、 
まるでその場にいるような臨場感を実現します。 

また、センタースピーカーを左ちに分離させてフ□ントスピーカーと一体化するデュアルセンター 
スピーカーち式を採用することで、テレビの上や下にスピーカーを置く必要もなくなりました。 
さらに、サラウンドスピーカーをフ□ント/センタースピーカーの横に配置するフ□ントサラウンド 
セッティングも可能です。 

次のページをご覧になり、通常の「ノーマルサラウンドセッティング」と「フ□ントサラウンド 
セッティング」の2つの設置ち法から、お客様のお好みやお部屋の環境に合わせてお選びください。 


































































スピーカーを配置する 


ホームシアターセツテイング 


ノーマルサラウンドセッティング 

視聴位置（リスニングポジション)の後方にサラウンドスピーカーを設置する本格的な已 .1 チャンネル 
サラウンドの設置ち法です。このセッティングでは、「サラウンドモード」 （42 ぺージ)または「アド 
バンスドサラウンドモード」 （43 ページ)からお好きなリスニングモードを選んでお楽しみください。 


♦左ちに置いたスピーカーは、間隔を 
1.8 m 〜 2.7 m 程度離して、テレビから 
等距離になるように設置してください。 

♦サラウンドスピーカーは、別売りのス 
ピーカースタンドなどを使用して、耳の 
高さからやや上方に設置すると効果的 
です。 


■ tz ンタ [ I t ン告6 

画 ■ ■圓 ■ AC 


国 

ッ驗 I 其_ 


► サラウンド スピーカーを 視 
聴位置から極端に離して設 
置すると、サラウンド効果び 
十分に発揮されません。 


サラウンド左 



サラウンドち 


曲 


⑩ 


※スピーカースタンドは別売りです。 


フ□ントサラウンドセツテイング 

サラウンドスピーカーを前面の左ちに置いて、お部屋をすつさりでさる設置ち法です。このセツ 
テイングでは、 U スニングモードは「フ□ントサラウンド•アドバンスモード」 （44 ぺージ)を選ん 
で、高いサラウンド効果をお楽しみください。 


♦左ちに置いたスピーカーは、間隔を 
1.5 m 程度離して、テレビから等距離 
になるように設置してください。 


サラウンド左 


サラウンドち 


センター左\ I I /センターち 

温 写 A 国 



2スピ—力—を設置ずる 


cm 






































スピーカー を準備ずる 


本機のフ□ント/センターおよびサラウンドスピーカーには、付属のスピーカーベースを取り付け 
ることびできます。スピーカーベースを使用すると、重むび低くなり安定度び増すため、より引き 
締まった音質傾向になります。インテ IJ アやお好みの音質に合わせてご使用ください。 

•別売りのスピーカースタンドにスピーカーを取り付ける場合 （1 己ページ参照）は、スピーカー 
ベースと滑り止めパッドは使用しません。 


スピーカーベースを ffi 用する場合 


1. スピーカーベース底面に滑り止めパッドを貼る 

スピーカーベースの底面4力所に滑り止め 
パッドを貼り付けます。 



2. スピーカー に スピーカーベー スを取り付ける 


スピーカーへースの上にスピーカーを乗せ 
て、付属のネジで固定します。 

スピーカーベースは2種類あります。スピー 
力一を柔せたとさに、 ネジの位置び合ラちの 
スピーカーベースを使用してください。（フ 
□ント/センターちとサラウンド左び同じ 
形です。また、フ□ント/センター左とサラ 
ウンドちび同じ形です。） 


スピーカー 



スピーカーベースを ffi 用しない場合 

• スピーカー底面に滑り止めパッドを貼る 

スピーカーの底面4力所に滑り止めパッド 
を貼り付けます。 



フ□ント/センターおよび 
サラウンドス ピーカーの 底面 











別売 0 のスピーカースタンドを使用ずる 


本機のフ□ント/センターおよびサラウンドスピーカーは、別売りのスピーカースタンド CP-EU 已に 
取り付けることびできます。取り付ける際は CP-EU 已の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

囚注意 2 

ス 

• 組み立て、取付不備、取付強度不足、誤使用、天災、および取り付け•取り外し作業などに ピ 

よる事故や損傷については、弊社では一切責任を負いません。 ！ 

力 

I 

• パイプ内部はスピーカーコードび通りにくくなっています。下の手順で、簡単にスピーカー を 
コードをパイプに通すことびでさます。 P 

• はじめに CP-EU 日取扱説明書の r 組み立てかた」をご覧になり、手順3までスピーカースタンド ^ 
を組み立ててください。ここでは手順3のあとか5説明していまず。 る 


4-パイプにひもを通す 

市販のひち（タコ糸のよラな丈夫な糸、ま 
たは細いひちなど）を、パイプの②から① 
に出るように、底面の反対側から通してく 
ださい。 

パイプに通したひもの底面側の先端を、ス 
ピーカー コー ドの カラー チューブび付いて 
いるちに結びます。 

• ひちを結んだら、スピーカーコードの先 
端は下図のように巧げておいてください。 



氏パイプに スピーカーコー ドを通す 

ひちをゆっくりと引っぱって、スピーカー 
コードをパイプの①から②に出します。 

• パイプの②からスピーカーコードを出す 
ときは、無理に引っ張らないでください。 
通りにくいとさは、コードの先端を巧げ直 
して < ださい。 

•スピーカーコードび通ったら、ひもは取 
り除いて < ださい。 


ひら 



スピーカーコード 










目.スピーカー に スピーカー コー ドを接続する 

スピーカーコードのカラーチューブび 付いているちを、 スピーカーの 背面に接続します。 （2 日 
ページ)をご覽になり、正しく接続してください。 


7. 取付金具をパイプにつける 

パイプをはさむように]力所取り付けて、ス 
ピーカースタンドに付属の取付ネジをネジ 
穴に差し込みます。 

取付金具はスピーカーを取り付けるまで、 
すべり落ちたり、外れないようにごを意く 
ださい。 

• 取付金具は、前面側と背面側で形び異な 
りますので、使用する向さにを意してくだ 
さい。詳しくは CP-EU 己の取扱説明書を 
ご覧ください。 


8. スピーカーをスタンドに取り付ける 

手順己でスピーカーコードを接続したス 
ピーカーを、手順6で取付金具に通した取付 
ネジ （M 己X]日 mm) をスピーカーのネジ 
穴に合わせ、仮止めします。 

スピーカーの高さをお好みに合わせて調整 
したら、ネジを増し締めしてください。 



スピーカー 


9. 2 本のパイプを微調整する 


真横および真上から見て、パイプびゆびまず水平になるように調整します。 


良い例 



悪い例 



良い例 


悪い例 



囚メモ 

• 本機に取り付け可能なスピーカースタンドは変更になる場合びあります。対応するスタンド 
は弊社ホームページでご確認ください。 




































スピーカーの設置場所について 


• 組み合わせて使用するテレビやステレオシス 
テムの近くの安定した場所を選んでください。 

• 本機のスピーカーはテレビとの近接使用び 
可能ですび、まれに設置のしかたによっては 
色ムラを生じる場合びあります。その場合は 
一度テレビの電源を切り、 ] 已〜3日分後再び 
スイッチを入れてください。そのあとを色ム 
ラび残るようでしたらスピーカーシステム 
をテレビから離してご使用ください。 

• 次のような場所は避けてください 

-直射曰光のあたる所 
-湿気の多い所や風通しの悪い所 
-極端に暑い所や寒い所 
-振動のある所 
-ほこりの多い所 

-油煙、蒸気、熱びあたる所（台所など） 


• 上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

• 熱を受けないよラに 

本機をアンプなど熱を発生する機器の近くに設 
置しないで < ださい。 

• 本機を使わないときは電源を切る 

テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入 
れたままテレビをつけると画面にしま模様び出 
る場合びありますび、本機やテレビの故障では 
ありません。このよラな場合は本機の電源を 
切ってください。ラジオの音声の場合ち同様に 
ノイズび入ることびあります。 


をスピ—力—を設置ずる 


cm 





第 3 章： 

接続ずる 


巧続部のち祝 

レシーパーヴブウーファー 


側面 



0 0 


で端-叩4 


圆圓 


安蝶-パ 




(§) る 

獲ち 


J アナ□グ L 
1音亩入カ ド 


圆 

圆圆 

圆 

圆圆 

圆圆 

フ□ント 

センター 

フ□ント 

サラウンド 

サプウーファー 


じピーカー(日か] 


の 


~ [ac in | ~ • 


ゐ感感を感® 


る 


• 側面端テにはカバーび付いています。 

A. 接続するときは、2力所のツメを上げなび 
らカバーを外します。 

B. 接続び終わったら、本体の3力所の位置に 
カバーの突起部を合わせて、元に戻します。 



1コント□ール出力端子 

コント□ール入力端テを持つパイオニア 
機器を接続します。 

2光デジタル音芦入力端子 

この入力に切り換えるには、 Di 呂 itall また 
は Di 呂 ital2 を選択します。 


3 AM ループアンテナ端子 

4 FM アンテナ端子 

5 アナログ音芦入力端子 

市販のオーディオコード（ピンプラグ付接 
続コード）を使用して、オーディオ機器を 
接続します。（己6ページ） 

この入力に切り換えるには、 Analo 呂を選 
択します。 

6スピーカー端子 

付属のスピーカーを接続します。 （2 日ペー 
ジ） 

7 AC IN 端子 



























































背面 



01 

JT 1N3 IN 2 IN 1 

3画画画 

1_1 


因 1^ 


V 


1 SYSTEM 1 



這)感 ® 


8 HDMI OUT 端子 

HDMI 入力端テを持つテレビを接続します。 

9 HDMI IN 端子 

HDMI 出力端子を持つ AV 機器を接続して、 
本機で高音質に再生することびでさます。 
(己9ぺージ） 

この入力に切り換えるには、 HDMI1 から 
HDMI3 を選択します。 

10 SYSTEM 端子 

付属のディスプレイユニットを接続しま 
す。 （2 日ぺージ） 


ディスプレイユニット 


0 0 0 0 



1 口 , o"e が DISPLAY UNIT | 

[system! 

F 

iPod V 

: audio グ巧 

(§) 

MCACC 

、 SETUP MIC 

IQ® 


1 





V 感這)を 


1 SYSTEM 端子 

レシーバーサブウーファーと接続します。 

2 F.AUDI05 荒子 

ステレオミニプラグケーブルを使用して、 
オーディオ機器を接続します。 

ケーブルを接続すると、自動的に本機の入 

力び Front Audio In に切り換わります。 
(己6ぺージ） 

3 iPod 端子 

付属の iPod ケーブルを使用して、 iPod を 
接続します。接続すると、自動的に本機の 
入力び iPod に切り換わります。(己7ぺージ） 

4 MCACC SETUP M に端子 

付属のマイクを接続して MCACC の自動 
設定を行うときに使用します。 （38 ページ） 


3接続する 





























































本機を接続する 

A 接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コードを抜いてください。 

また、電源コードはすべての接続び終わってから壁のコンセントに接続してください。 


1. ディスプレイユニットを接続する 


付属のディスプレイケーブルを使用して、レシーバーサブウーファー背面の SYSTEM コネク 
ターと、ディスプレイユニットの SYSTEM コネクターを接続します。 



2. スピーカーコー ドを接続する 








































































































スピーカー コー ドはカラーコネクターび付いているちをレシーバーサブウーファーに 、カラー 
チューブび付いているちをスピーカーに接続します。 

スピーカーコード 

スピーカー側へ接続する 
カラーチューブ 



レシーノ くーサブウーファー側 
へ接続するカラーコネクター 

• スピーカーコードのカラーコネクターを、レシーパーサブウーファーの同じ色のスピーカー 
端子に差し込みます。 

カラーコネクターの向きにミ主意して、カ カラー 

チッと音びするまでしっかりと差し込んで コネクター\ ^ 

ぐたさい。 - 



• スピーカーコードのカラーチューブの付いている方をスピーカーの背面端子に接続します。 

先端の被覆はねじりなびら弓Iさ抜さます。 


表示ラベル(例：ヴラウンドちの場合） 



スピーカー背面ラベルの色表示と、スピー 
力ー コー ドのカラーチューブの色び合って 
いることをよく確認して、スピーカー端テ 
のツメを巧しなびら芯線を端テに差し込み 
ます。 

スピーカー コー ドのカラーチューブのある 
ちを端テの©側（ホ)、カラーチューブのな 
いちを©側（黒）に接続してください。 



囚メモ 


本機のスピーカーを他のアンプに接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあ 
ります。 

付属のスピーカー外のスピーカーは本機に接続しないでください。故障や乂災の原因とな 
ることびあります。 

端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端テへ確実に接続されているこ 
とをご確認ください。接続び不完全ですと音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 
コードの芯線びはみ出して、芯線どうしび触れたりするとアンプ回路に過大な負荷び加わっ 
て音び出なくなったり、電源びオフになることびあります。 

レシーパーサブウーファーと接続したとき、スピーカーシステムの極性(@、©促間違って 
接続すると、正常なステレオ効果やサラウンド効果を得ることびでさません。 


3接続する 



3. AM ループアンテナを組み立てる 


①コードびねじれて②台を外側に出します。 ③突起部を溝にはめます。 

巻かれている部分まで 

を、ねじれはそのまま 


にしてほどさます。 





④完成 



壁に取り付けるには... 

市販のネジや画びようなどを使って壁に取り付けてから組み立てます。 



4. AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続する 

① AM ループアンテナ接続端テのツメを押しなびら、 AM ループアンテナのケーブルを端テに差 
し込みます。ケーブルを差し込んだらツメから指を離します。 

② FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでください。 






































AM ループアンテナ： 

• 平らな面に置さ、受信状態の最を良い方向に 
向けて < ださい。 

• 壁などに取り付ける場合は、 AM 放送の受信 
状態び最ち良い方向を見つけ、取り付け位置 
を決めてください。 



• でさるだけ窓の近くに置くなど、場所や向さを 
変えて受信しやすい状態を探してください。 


FM 簡易アンテナ： 

•付属の FM 簡易アンテナは、たらしておいた 
り、丸めたままにしないで最を良い受信状態 
び得られるように、ピンと張ってください。 

• 受信状態の良い方向び決まったら、画びょう 
や テープで 貼り付けます。 



• 付属の FM 簡易アンテナは、 FM 放送を手軽に 
受信するためのものです。より良し''受信のた 
めには、市販の屋外アンテナの使用をお勧め 
します。 （6 己ぺージ） 


囚メモ 

• 付属のアンテナまたは「外部アンテナを接続する」 （6 己ページ)で説明している！;(外のアン 
テナの接続は行わないでください。 

• アンテナは本機やディスプレイユニット、または各接続ケーブルから離した場所に置いてく 
ださい。 

• アンテナは、本機やコード類から離して金属物と接触しない場所に置いてください。また、 
テレビ（プラズマテレビなど）やパソコンなどからちでさるだけ離してください。ノイズの 
原因となります。 

• 付属のアンテナでよく聞こえないときは、 「FM 放送の雑音を減らす」（己3ページ)や 「AM 放 
送の雑音を減らす」（已4ぺージ)を参照して操作するか、6已ぺージを参照して外部アンテナを 
接続してください。 





































5. ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤーなどの機器を接続する 

HDMI ケーブルを使用して、本機背面の HDMI IN 1〜3端テとブルーレイディスクプレーヤー 
や DVD プレーヤーの HDMI 出力端子を接続します。詳しくは 「 HDM 网応機器を接続する」 

(已9ページ)をご覧ください。 

再生機器に HDMI 出力端子びない場合は、光デジタルケーブルを使用して、本機側面の光デジ 
タル音声入力2端テと接続します(已7ページ）（またはアナ□グ音声コードを使用して、本機側 
面のアナ□グ音声入力端テと接続します(己6ページ)）。映像信号は、再生機器とテレビを直接 
接続してください。接続については、それぞれの機器の取扱説明書をご覧ください。 


目.テレビを接続する 


• HDMI 入力端子のないテレビは、本機と接続することはでをません。 


レシーバーサブウーファー 



I OUT _ IN 3 IN 2 _ IIMJ 

画画画画 


H 圆 

白 


II 


光デジタル 
出力端子へ 


- C ®] 


HDMI 入力端子へ 


テレビ 


本機背面の HDMI INI 〜3端テに接続した機器の映像をテレビに出力するには、 HDMI ケーブ 
ルを使用して、本機の HDMI OUT 端テとテレビの HDMI 入力端テを接続します。 

テレビの音声を本機で聞くには、光デジタルケーブルを使用して、本機側面の光デジタル音声 
入力！端テとテレビの光デジタル音声出力端子と接続します。テレビに光デジタル音声出力端 
テびない場合は、アナ□グ音声コードを使用して、本機のアナ□グ音声入力端子に接続するこ 
とちでさます。 

• HDMI コント□-ル機能に対応したパイオニア製プラズマテレビと HDMI ケーブルで接続す 
る場合は、音声ケーブルの接続ち行ってください。 

• HDMI コント□ール機能でプラズマテレビと連動動作させたり、本機の U モコンでプラズマ 
テレビを操作するには、最初に TV 入力の設定を行ってください。詳しくは「パイオニアプ 
ラズマテレビまたはお手持ちのテレビの操作」 （3] ページ）および 「 TV 入力の設定」 （63 
ページ）をご覧ください。 


















































7, 電源コードを本体と壁のコンセントに差し込む 


電源コードを本体の AC インレット （ ACIN ) に差し込み、電源コードのプラグ部を壁のコン 
セントに接続します。テレビと接続している場合は、あとからテレビの電源コードをコンセン 
卜に接続してください。 


本機の AC IN 端子 

陵 




壁のコンセント 



•本機の電源コードをコンセントに接続すると、約]己砂程度本機の初期動作を行い、この間 
はディスプレイユニットの HDMI インジケーターび点滅します。点滅び終わってから、本 
機の電源をオンにしてください。 

•すべての接続び終わったら、ケーブル類を背面側に引さ回して、本機側面のカバーを元に戻 
しておいて < ださい。 


3 


す 

る 








第 4 章- 

各部の名赖 


ディスプレイユニット 



1 6 STANDBY /0 N ボタン 

電源をオン/オフ（スタンバイモード）しま 
す。 


2 INPUT SELECTOR ボタン 

巧すたびに、本機の入力び下の順番で切 
り換わります。 


HDMI 


HDMI 2 


HDMI 3 


Front Audio In 


つ 

Digital 


iPod ◄ — Analog ◄ — Digital 2 


3 VOL +/- ボタン 

音量を調節します。 

4 (電源） ON インジケーター（青) 
5表示窓 


• IJ モコンは、 IJ モコン受光部から約7 m 、 左 
ち3ぴ内の距離から操作してください。 



6リモコン受光部 
7 HDMI インジケーター（赤） 

HDMI ( HDCP ) 規格に対応した機器と接続 
しているときに点好します。 

また、本機の電源コードをコンセントに接 
続した直後の初期動作を行っている間に 
麻滅します。 


囚メモ 

• 直射日光や董光灯の強い光び直接 U モ 
コン受光部に当たると、 IJ モコン操作で 
さないことびあります。そのよラなとさ 
は、設置場所を変えるか、董光灯から離 
してください。 












表示部 


cp ぶ 




DIRECT fSTEREO F.S.SURR. 

I ADV.SURR.jaa PRO LOGICn 」 


里 


LOUDNESS MIDNIGHT L 
MANNER 


琴を 


HDMI THROUGH 


tone] S.RTRV I MCACC ]- 


□□DIGITAL 
DTS 96/24 

DSD►PCM 


□□□□□ 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□□□□ 

目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目 
□□□□□ 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□□□□ 
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□□□□□ 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□□□□ 


杏 





1 DIRECT 

ダイレクトヴウンドを選択しているとさ 
(エフェクティブサウンドびオフのとさ） 
に点灯します。 （41 ページ） 

2 STEREO 

ステレオモードを選択しているとさや、 
オートモードでステレオ音声を再生して 
いるときに点好します。 （42 ページ） 

F.S.SURR. 

フ□ントサラウンド-アドバンスモードを 
選択しているときに点灯します。 （44 ペー 
ジ） 

ADV.SURR. 

アドバンスドサラウンドモードを選択し 
ているときに点灯します。 （43 ページ） 

3 naPRO LOGICII 

KJ レビープ□□ジツク11処理び行われてい 
るときに点灯します。 （42 ページ） 

4 サウンドインジケーター 

ミツドナイト/ラウドネス/マナーモード 
または I -ーンコント□ール機能のいずれ 
かび選択されているときに点灯します。 

5 S.RTRV 

サウンドレト U バー機能び有効なとさに 
点灯します。 （4 己ページ） 

6 HDMI THROUGH 

HDMI 設定び Through に設定されている 
ときに点灯します。 （6 日ページ） 

7 MCACC 

MCACC エフェクト機能びオンの時に点灯 
します。 （46 ぺージ） 

また、 MCACC の自動設定中に点滅しま 
す。 （38 ぺージ） 


8 皿 CHGITAL 

ドルビーデジタル信号を再生していると 
きに点灯します。 

DTS 

DTS 信号を再生しているときに点灯しま 
す。 

DTS 96/24 

DTS 96/24処理で再生してるときに点 
打します。 

AAC 

MPEG -2 AAC 信号を再生しているときに 
点灯します。 

DSD^PCM 

SACD 再生時に点打します。 （ DSD は常に 
PCM に変換して出力されます。） 

PCM 

PCM 信号を再生しているときに点好しま 
す。 

9 キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモードを表示 
します。 

10 Y 。 

FM / AM 放送受信時に点灯します。 

〇 

FM 放送の受信設定をモノラルに設定して 
いるとさに点なします。（已3ページ） 

CD 

FM 放送でステレオ受信をしているとさに 
点灯します。 

リク 

ス U —プタイマー設定時に点灯します。 
(66 ぺージ） 


4各部の名称 




















u モコン 


• U モコンの詳しい操作ち法については、「1」モコンの使いち」 （37 ページ)をご覽ください。 


レシーパーヴブウーファーの操作 


ここではレシーバーサブウーファーの操作を説明していますび、入力を切り換えて他機器の操作を 
することちでさます。 

1 む RECEIVER ボタン 

レシーバーヴブウーファーの電源をオン/ 
スタンパイにします。 

2 6TV ボタン 

テレビの電源をオン/スタンバイにします。 

TV CTRL ボタン 

U モコンをテレビ操作モードに切り換え 
ます。（本機の入力は切り換わりません。） 

3 6S0URCE ボタン 

選択している他機器の電源をオン/スタン 
ノ（イにします。 

4 入力切り換えボタン 

本機の入力を切り換えます。このリモコン 
で他機器を操作するには、入力切り換えボ 
タンのいずれかを押して、機器を選びます。 

HDMI 1〜3 ボタン 

入力を HDMI ] から HDMI 3のいずれかに 
切り換えます。 

TV ボタン 

「 TV 入力の設定」 （63 ページ)で選択した入 
力に切り換え、 IJ モコンの液晶操作画面を 
テレビ操作モードに切り換えます。 

FM/AM ボタン 

ラジオを聞いたり、 FM 局と AM 局を切り換 
えます。 

LINE ボタン 

押すたびに入力び下のように切り換わ 
ります。 

C Digital 1 —► Digital 2 —► Analo 旨つ 
Front Audio In 4 iPod 4 , 

5 液晶操作画面 

本機のほかに、プラズマテレビ、 DVD プ 
レーヤー、ブルーレイディスクプレー 
ヤー、 HDD/DVD レコーターの操作ボタン 
び表示されます。操作する機器の種類び画 
面上部に表示されます。 

画面表示び消えているとさは、画面に触れ 
るか、 U モコンのいずれかのボタンを押す 
と、再び表示されます。 























6 他機器操作ボタン 

他機器の操作モード時に使用するボタン 
です。 

7 なみ与 /ENTER ボタン 

各種設定およびモードの選択や切り換え、 
決定などに使用します。 

8 SETUP ボタン 

サラウンドやラジオの設定などを行うと 
さに使用します。 

9 RETURN ボタン 

設定を中止するとさなどに使用します。 


10RCV ボタン 

U モコンび他機器の操作モードになって 
いるとさに、レシーバーサブウーファー操 
作モードに切り換えます。ちう一度押す 
と、元の他機器の操作モードに戻ります。 

11 VOL +/- ボタン 

音量を調節します。 

12 MUTE ボタン 

音を一時的に消す（ミュートする）とさに 
使用します。ちう一度巧すと、元の音量に 
戻ります。 


お晶操作画面 


RECEIVER 



13 リスニングモード切り換えボタン 
SURR ボタン 

U スニングモードをサラウンドモードに 
切り換えます。 

ADV.SURR ボタン 

U スニングモードをアドバンスドサラウ 
ンドモードに切り換えます。 

F.S.SURR ボタン 

IJ スニングモードをフ□ントサラウンド- 
ア ドバンスモードに切り換えます。 

14 GENRE ボタン 

ジャンル連動モードで音楽を聴くとさに 
使用します。（このボタンは、 HDD/DVD 
レコーター操作モードからレシーバーヴ 
ブウーファー操作モードに切り換えたと 
さのみ表示します。） 

• 本機発売時点では対応機器びありません 
ので、本機能は使用でさません。 


15 SOUND RTRV ボタン 

サウンドレト U バー機能の切り換えを行 
うとさに使用します。 

1 目 D 旧 ECT ボタン 

エフェクティブサウンドモードのオン/才 
フを切り換えます。 

17MCACC ボタン 

サウンドの自動設定を行うときに使用し 
ます。 

18 TEST TONE ボタン 

テスト!-ーンでスピーカーの音量バラン 
スを調整するとさに使用します。 

19 SOUND ボタン 

各種音質調整を行うとさに使用します。 

20 SLEEP ボタン 

ス U —プタイマーを使用するとさに押し 
ます。 

21 EXIT ボタン 

設定を中止したり、 RECEIVER 画面を終 
了するとさに使用します。 


4各部の名称 







FM / AM チューナーの操作 



1 なみ片吟 /ENTER ボタン 

ラジオ放送受信時の各種設定を行ラとさ 
に使用します。 

2 SETUP ボタン 

サラウンドやラジオの設定などを行うと 
さに使用します。 

3 RETURN ボタン 

設定を取り消すときに使用します。 


液晶操作画面 


(5H 


即 

0 [clear 


I 



4 数字ボタン 

ラジオステーシヨンを直接選ぶとさに使 
用します。 

CLEAR ボタン 

入力した数字を消去します。 

5 TUNE +/- ボタン 

ラジオ放送の周波数に合わせるとさに使 
用します。 

6 ST +/- ボタン 

登録したラジオのステーシヨンを選ぶと 
さに使用します。 













パイオニアプラズマテレビまたはお手持ちのテレビの操作 


はじめに36ページをご覽になり、お使いのテレビのプ U セット設定を行ってください。 
お使いのテレビによっては、ボタンを押しても操作でさないことびあります。 

• テレビの詳しい操作ち法については、テレビの取扱説明書をご覽ください。 



1 6TV ボタン 

テレビの電源をオン/スタンバイにします。 

TV CTRL ボタン 

U モコンをテレビ操作モードに切り換え 
ます。（本機の入力は切り換わりません。） 

2 む SOURCE ボタン 

テレビの電源をオン/スタンバイにします。 

3 PAGE く/>ボタン 

液晶操作画面のページを切り換えます。 

4 なみ仁与 /ENTER ボタン 

メニュー項目や設定内容の選択、決定など 
に使用します。 

5 HOME MENU ボタン 

テレビのいろいろな設定をするためのメ 
ニューを表 TJX します。 

6 RETURN ボタン 

1つ前の操作に戻ります。 

7 カラーボタン（青 / 赤 / 緑 / 黄） 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだ 
り表示を切り換えるとさなどに使います。 
パイオニアプラズマテレビの場合、カラー 
ボタンび使えるとさは、テレビ画面に力 
ラーボタンの操作ガイドび表示されます。 


液晶操作画面 

8 チャンネルボタン 

見たい放送のチャンネルを選局します。 

9 AT/DT 、 BS/CS ボタン 

地上アナ□グ、地上デジタル、目 S デジタ 
ル、] ] 日度 CS デジタル （ CS ]/ CS 2) を 
選択します。 

10 INPUT ボタン 

テレビの入力を切り換えます。 

11 MUTE ボタン 

テレビの音を一時的に消します。 

12 TV V0L +/- ボタン 

テレビの音量を調整します。 

13SCRNSIZE ボタン 

お好みの画面サイズを選択します。 

14 D 旧 P ボタン 

番組タイトルやチャンネル番号など現在 
の状態を確認するとさに使用します。 

15 放送切り換えボタン 

地上アナ□グ ( A . TV )、 地上デジタル ( D . TV )、 
BS デジタル ( BS )、 日度 CS デジタル 
( CS 1/ CS 2) ( CS ) を選択します。 

1 目 CH +/- ボタン 

チャンネ J レを順送り/逆送りで選局します。 




























パイオニア DVD プレーヤーの操作_ 

• DVD プレーヤーの詳しい操作ち法については、 DVD プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 





1 OSOURCE ボタン 

DVD プレーヤーの電源をオン/スタンバイ 
にします。 

2 PAGE く/>ボタン 

液晶操作画面のページを切り換えます。 

3 TOP MENU ボタン 

DVD ビデオや DVD オーディオの最上層の 
メニュー画面を表示します。 

4 MENU ボタン 

ディスクの種類により、メニュー画面また 
はディスクナビゲーターを表示します。 

5なみ知与 / ENTER ボタン 

項目を選択/変更したり、決定するとさに 
使用します。 

6 HOME MENU ボタン 

ホームメニューを表示/終了します。また、 
各種操作/設定画面を途中で終了します。 

7 RETURN ボタン 

] つ前の画面に戻ります。 


液晶操作画面 


8 


02) (音芦切り換え)ボタン 
Q (字幕切り換え)ボタン 
苗（アングル切り換え)ボタン 

9 ► (再生)ボタン 
■ (停止)ボタン 

II (一時停止)ボタン 
<\\/<\« (ス□—逆再生/早戻し)ボタン 
(ス□—再生/早送り）ボタン 
(スキップ)ボタン 

10 ZOOM ボタン 

映像を拡大します。 

11 D 旧 P ボタン 

ディスクの情報を表示します。 

12数字ボタン 

タイトル/チャプター/トラックき号を指 
定して再生するとさ、またはメニュー画面 
で項目を選択するときなどに使います。 

CLEAR ボタン 

プ□グラム再生で設定した内容を取り消 
します。 

ENTER ボタン 

選択/変更した項目を実行します。 

13 PLAYM 0 DE ボタン 

プレイモード画面を表示します。 


DVD 1/2 

軒广口「货 


^ ■ ["►►I 



11^ bi 防一一 

11^2午 - 00下 w 

t 应縣 





























パイオニアブルーレイデイスクプレーヤーの操作 


ブルーレイブイスクプレーヤーの詳しい操作ち法については、ブルーレイブイスクプレーヤーの 
取扱説明書をご覽ください。 





1む SOURCE ボタン 

ブルーレイディスクプレーヤーの電源を才 
ン/スタンバイにします。 

2 PAGE く/>ボタン 

液晶操作画面のページを切り換えます。 

3 TOP MENU / 

DISC NAVIGATOR ボタン 

目 D / DVD の最上層のメニュー画面、また 
はディスクナビを表示します。 

4 MENU ボタン 

BD / DVD のメニュー画面を表示します。 

5なみ和与 / ENTER ボタン 

項目を選択/変更したり、決定するとさに 
使用します。 

6 HOME MENU ボタン 

ホームメニューを表示/終了します。 

7 RETURN ボタン 

1つ前の画面に戻ります。 

8カラーボタン（青/ホ/緑/黄） 

BD のメニュー画面を操作するとさに使い 
ます。 

液晶操作画面 

9 02) (音芦切り換え)ボタン 
〇 (字幕切り換え)ボタン 
苗（アングル切り換え)ボタン 


(再生)ボタン 
■ (停止)ボタン 
II (一時停止)ボタン 

(早送り/早戻し)ボタン 
!◄◄/►►! (スキップ)ボタン 
◄ 11/^1、 ll ^/ l ^ (ス□—再生)ボタン 

11 ZOOM ボタン 

画像ファイルを拡大します。 

12 D 旧 P ボタン 

ディスクの情報を表示します。 

13数字ボタン 

見たい/聞さたいタイトル/チャプター/卜 
ラックを指定して再生するとき、またはメ 
ニュー画面で項目を選ぶとさなどに使し^ 
ます。 

CLEAR ボタン 

選んだ項目を取り消す、または番号の入力 
を間違えたときなどに使います。 

ENTER ボタン 

選んだ項目を実行する、または変更した設 
定を確定するとさなどに使います。 

14 PLAYM 0 DE ボタン 

プレイモード画面を表示/終了します。 

15 VIDEO ADJ ボタン 

画質調整画面を表示/終了します。 


4各部の名称 


|一!一一: i 

12 Ijo - 00 下 w 

て 下！ j |||| 



原長 FF 

际 Ir & 
应 I 戸一 I 恆 



























パイオニア HDD / DVD レコーダーの操作 


• HDD / DVD レコーターの詳しい操作ち法については、 HDD / DVD レコーダーの取扱説明書をご 
覧ください。 



HDD/DVR 1/2 


叫 

( dJ 


|hDD I DVD 


戸ドド 

「w I ■ 

piiHi I II [iiM^ 

C CM I CM ；|JUKE 
I BACK I SKIP ミ I BOX 



1 む SOURCE ボタン 

HDD / DVD レコーダーの電源をオン/スタ 
ンパイにします。 

2 PAGE く/>ボタン 

液晶操作画面のページを切り換えます。 

3 TOP MENU/ 

DISC NAVIGATOR ボタン 

ディスクナビを表示します。 

4 MENU ボタン 

DVD ビデオやフアイナライズした DVD - 
R /- RVV (ビデオモード)のディスクメニュ ー 
を表术します。 

5 なみ仁与 /ENTER ボタン 

項目を選択/変更したり、決定するとさに 
使用します。 

6 HOME MENU ボタン 

ホームメニューを表71^します。 

7 RETURN ボタン 

1つ前の画面に戻ります。 


液晶操作画面 

8 HDD ボタン 

HDD を選択します。 

DVD ボタン 

DVD を選択します。 


9 ► ( 再生)ボタン 
■ ( 停止)ボタン 

II ( 一時停止)ボタン 

( 早送り / 早戻し)ボタン 
!◄◄/►►! ( スキップ)ボタン 
◄ 11/^1 、 ( ス □— 再生)ボタン 

10 CM BACK (CM バック）ボタン 
CM SKIP (CM スキップ)ボタン 

11 JUKEBOX ボタン 

ジュークボックスを表示します。 

12 〇 3)( 音芦切り換え)ボタン 
Q ( 字幕切り換え)ボタン 
苗（アングル切り換え)ボタン 

13 数字ボタン 

番号を入力するとさ、または選局するとさ 
に使います。 

14CH+/- ボタン 

チャンネルを切り換えるとさに使います。 

15 INPUT ボタン 

外部入力を切り換えます。 

1 目 D 旧 P ボタン 

ディスク情報などを表示します。 

17 参 REC ボタン 

録画するとさに使います。 

STOP REC ボタン 

録画を停止します。 

































リモコンに電池を入れる 


1 矢 EP の方向に、裏ブタを開く 

2 ケース内に表記されている極性に合 
わせて、乾電池を入れる 



3 裏ブタを閉める 


• 乾電池のプラス©とマイナス©の向さを、電 
池ケースの表示どおりに正しく入れてくだ 
さぃ。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混せ' 
て使用しないでください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しないで < ださい。 

• 長い間 （1 か月じ(上）使用しないときは電池 
の液漏れを防ぐために電池を取り出してく 
ださい。もし、液漏れを起こしたとさは、ケー 
ス内についた液をよく}式き取ってから新し 
い電池を入れて < ださい。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち 
自治体の指示（条例）に従って処理してくだ 
さい。 


4各部の名称 






テレビプリセット設定 


本機のリモコンでお使いのテレビを操作すると 
さは、はじめにじ(下の手順でテレビのプ U セツ 
卜設定を行ってください。 

1. r の TV ボタンを巧して、 TV 入力 

に切り換える 

2 . rwiTV ボタンを巧しなび5、 
_ SETUP ボタンを巧す 

^液晶操作画面び下図のよラに切 
り換わります。 

PHi 

0 01 —メーカーコード 


5— 数字ボタン 


ENTER ボタン 


3 . 数字ボタンでテレビのメーカーコード 
(ち記）を入力して、 ENTER ボタンを 
巧す 

数字を間違えて入力したときは、 CLEAR ボ 
タンで最後の1文字を消すことびでさます。 


メーカーコー ドリスト 

パイオニア 

001(お買い上げ時の設定)1 002 

アイワ 

007, 008 

富±通 

〇已已 

FUNAI 

〇己ス058, 059, 060 

日立 

081，082 

HYUNDAI 

083 

ビクター 

09巨 1 097 

LG 電子 

102 

兰菱 

12巨 

NEC 

131 

ORION 

142 

松下 

148, 149,150 

PHILIPS 

1已巨 

SAMSUNG 

188 

サン ヨー 

191，192, 193, 194,19己， 

19目，197,198 

シャープ 

20912101 211 

ソ ニー 

215,216 

東芝 

233, 234 

ャマ八 

24己，24目，247| 248, 249 


4 . テレビを操作できるか確認する 

U モコンをテレビに向けて6 SOURCE ボ 
タンを押したとさに、テレビの電源を操作 
でさることを確認してください。 

• ひとつのメーカーに複数のコードびある 
とさは、操作でさるまで順にコードを設 
定してください。 


PRESET 


て- 5 - 00下™ 

户一^に向、 



































リモコンの使い方 


本機に付属の U モコンは、レシーバーサブウーファーの他に、パイオニア製のプラズマテレビや 
DVD プレーヤー、ブルーレイディスクプレーヤー、 HDD/DVD レコーターを操作することびでき 
ます。 

これらの機器を操作するときは、 IJ モコンをディスプレイユニットに向けて操作してください。 


下図の液晶操作画面で機器の種類を選ぶと、 
U モコンび選択した機器の操作モードに切 
り換わります。 


レシーパーヴブウーファーの操作 


RCV ボタンを巧す 


U モコンの液晶操作画面の上部 
に RECEIVER と表示され、レ 
シーバーサブウーファーの操作 
モード （RECEIVER モード）に 
なります。 


RECEIVER 




HDMI 入力選択時 


LINE 入力選択時 


機器の切 D 換えと操作 


1•操作する機器を接続している入力のボ 
タンを巧す 

HDMI 

r 11 lu r 3 j 

u モコンび、選択した機器の操作モードに 
切り換わります。 

• Di 呂 ital 1や Di 呂 ital 2、 Analog、 

Front Audio In、iPod の入力を選択す 

るとさは、ディスプレイユニットに入力 
名び表示されるまで LINE ボタンを繰り 
返し巧してください。 

2 . HDMI 1 〜 HDMI 3または LINE 入力 
を選択した場合は、操作したい機器の 
種類を選ぶ 


液晶操作画面に操作したい機器の種類び 
表示されなかったり、お使いの機器びパ 
イオニア製！;(外の場合は、 U モコンの 
RCV ボタンを押して RECEIVER モー 
ドに切り換えておいてください。 


囚 メモ 


接続している機器の音声を聞いている 
ときに、本機を操作したいときは、 U モ 
コンの RCV ボタンを押すと、入力を切 
り換えずに U モコンび RECEIVER モー 
ドに切り換わります。もう一度 RCV ボ 
タンを押すと、直前の操作モードに戻り 
ます。 


液晶操作画面について 


機器の操作モードによっては、操作画面び複数 
あることびあります。その場合は、 IJ モコンの 
PAGE ボタンを押して、操作したいボタンびあ 
る画面に切り換えてください。 

• IJ モコンを約]日砂間操作しないと、表示び 
消打します。その場合は、画面に触れるかボ 
タンを押すと再び表示します。 


4各部の名称 










第已章： 

準備ずる 


[ r ^ レシーバーサブウーファーを操作するときは、 RCV 
ボタンを押して U モコンを RECEIVER モードにして 
<ださい。 



サラウンドの自動設定 ( MCACC ) 

本機の MCACC 設定では、従来の手動調整では難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、 
設定することびできます。 

スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセットアップ用マイクで測定し、解析します。す 
ベての測定/解析にかかる時間は、4分半〜6分程度です。 


図注意 

• 測定中は大さな音でテスト!-ーンび出 
力されます。近隣住宅や小さなお子様な 
どへのご配慮をお願いします。 

• 測定の途中で音量を下げることもでさ 
ますび、正しく設定されない場合びあり 
ます。 


• 付属のマイクをテレビモニター近くに 
置いてセツトアップを行わないでくだ 
さい。 


囚メモ 

• 測定中は静かにしてください。 


• スピーカーと U ス ニングポジション（マ 
イク）の間に障害物びあると、正確に測 
定できないことびあります。 

• 測定中は U スニングポジションから離 
れて、各スピーカーの外側から U モコン 
で操作を行ってください。 

• 測定を中断した場合は、それまでの測定 
内容は確定されません。 

• サラウンドの自動設定 (MCACC) を行 
ラと、手動で微調整した下の内容ちす 
ベて U セツトされます。 

-スピーカー出カレベル (48 ぺージ） 

-各スピーカーまでの距離(己日ぺージ） 


1- セットアップ用マイクを接続する 

ディスプレイユニット背面の MCACC 
SETUP M に端テに接続します。 


ディスプレイユニット 



2. マイクを視聴位置に設置する 

マイクは視聴位置（ちの位置）に兰脚や台 
などを使って水平になるように設置します。 

3 . R^R む RECEIVER ボタンを巧し 
W て電源をオンにする 



























4. mm MCAcc ボタンを巧す 


MCACC Setup 

自動的に音量び上びり、自動設定び始まり 
ます。 

「Please Wa け」 と表示し、テストトーン 
び出力されます。 

「 NowAnalyzin 旨」な 「Ambient Noise 」 

:部屋の騒音をチェック中 
「Now Analyzing 」 〇 「MIC Check 」 

:マイクの接続をチェック中 
「Now Analyzing 」 〇 「Speaker Check 」 

:すべての スピーカーの 接続を チェック 中 
[Now Analyzing] TChannel Level 」 

:各スピーカーの出カバランスを補正中 
「Now Analyzing 」 〇 「 Distance 」 

: 各 スピーカーまでの 距離を解析 中 
「Now Analyzing 」 〇 「 Reverb 」 

:各スピーカーの残響特性の測定 
「 NowAnalyzing」<^ TStanding Wave 」 

:各スピーカーの定在波の影響を軽減 
「Now Analyzing 」 〇 TEQ Pro 」 

:出力音声の音色を統一 

已.ディスプレイに 「 Complete 」 と表示 
された！5自動設定は終了です 

MCACC ボタンを押す前の音量に戻り、ア 
コースティック EQ び自動的にオンになり 
ます。 MCACC エフェクトのオン/オフにつ 
いては46ページをご覽ください。 


囚メモ 

• MCACC 設定後はセットアップ用マイク 
を本体から抜いてください。 

• 「 Complete 」 と表示されないまま自動 
設定び中断されたとさは、スピーカー、 
マイクの接続を確認し、ちラー度はじめ 
から自動設定をやり直してください。 

• 操作び禁止されているときに MCACC 
ボタンを巧すと、警告メッセージび点滅 
します。 （69 ぺージ） 

• 手順4の自動設定中に、1；(下のエラー 
メッセージび表示されることびありま 
す。そのとさは「原因/対策」をご覽く 


ださい。 

エラー表示 

原因/巧策 

Noisy! 

部屋の騒音レベルび大さい。 

4 

Retry 

静かにしてから ENTER ボタ 
ンを巧します。 

Error M に！ 

4 

Check M に 

セットアップ用マイクび接続さ 
れていません。 

セットアップ用マイクを接続し 
てから ENTER ボタンを押し 
ます。 

Error Speaker! 

Check Speaker 

接続されていないスピーカー 
びあります。 

すべてのスピーカーを配置、 
接続してから ENTER ボタン 
を押します。 


エラー表示び出て、「原因/対策」の項目を実 
行しても正しく終了しないときは、 MCACC 
ボタンを押して自動設定を中断したあと、本 
機の電源をオフにし、接続をちラー度確認し 
てから手順3より操作してください。 


日準備する 









第 6 章： 

サラウンド再生 


[ r ^ レシーバーサブウーファーを操作するときは、 RCV 
ボタンを押して U モコンを RECEIVER モードにして 
<ださい。 



音源と音声出力について 


音源 

CD や DVD に収録されている音声、ラジオの音声、または外部入力端テに接続した機器の音声を音 
源といいます。音源には、ステレオ音声とマルチチャンネル音声びあります。 

• ステレオ音声 

左とちの2チャンネルび収録された音声です。主に CD やラジオ放送などで使われています。左 
とちに同じ音声び収録されているとさはモノラル音声といいます。 

• マルチチャンネル音声 

ステレオ音声より多くのチャンネルび収録された音声です。音声収録ち式にはドルビーデジタル 
や DTS 、 MPEG -2 AAC などびあります。主に DVD ビデオなどで使われています。 


音声出力 

スピーカーから出力する音声です。本機には2つの音声出力びあります。 

• ステレオ音声出力（匿居团） 

フ□ントスピーカー(左/ちの2チヤンネル)とサブウーファー(低音専用なので日.]チヤンネルと呼 
ばれています)から音声を出力します。センタースピーカーからは音声を出力しません。 

• サラウンド音声出力 （ HHa ) 

フ□ントスピーカー（左/ちの2チヤンネル)、センタースピーカー （1 チヤンネル)、およびヴラウ 
ンドスピーカー（左/ちの2チヤンネル)の合計己チヤンネルと、サブウーファー（日.1チヤンネル) 
から音声を出力します气> 音源びステレオ音声やモノラル音声でち、センターおよびサラウンド 
の音声を作って出力します。 

※音源によっては、サラウンドスピーカーから音声び出力されないことびあります。また、センタースピー 
カーからのみ音声び出力されることびあります。 











エフェクティブヴウンドで楽しむ 

本機では、付属の八イクオ U ティ•スピーカーと組み合わせ、パイオニアの音響技術を結集した最 
高のサウンドを楽しむことびできる、エフェクティブサウンドを搭載しています。 

エフェクティブサウンドでは、映画や音楽の持つ臨場感を最大限に引き出すために、下のような 
パイオニア独自の音響技術を取り入れています。 

通常はエフェクティブヴウンドでお楽しみくだ 
さい。エフェクティブサウンドをオフにする 
(ダイレクトサウンドを還択ずる）場台は似下の 
よラに操作します。 




• ダイア□グエン八ンスメント 

映画のセ U フを背景音から際立たせ、明瞭に 
定位させます。 

• ダイナミックレンジコンプレッシヨン 

暗騒音や生活音などによって埋もれてしま 
いびちな微細な音を蘇らせ、シーンにいるよ 
うな雰囲気、臨場感を演出します。 

• オリジナルチヤンネルバランス&チヤンネ 
ルミックス 

独自形状の付属スピーカーを最適な配分で 
チヤンネルミックスし、チヤンネルごとのバ 
ランスを整えています。さらに再生している 
音源に合わせて、最適なバランスに鳴るよう 
に自動的に調整します。 

• 周波数特性補正 

付属のスピーカーの特性を加味したラえで、最 
適な再生特性を実現します。 

• 包囲感のあるステレオ再生 

前方にボーカルを定位させなびら、サラウン 
ドスピーカーからも音声を出力します。 CD な 
どのステレオソースを、自然で y こ d 也よいサラ 
ウンド再生を行います。 （ Auto モードでステ 
レオ音声を再生したとさに効果びあります。） 

サラウンド再生を楽しむ(リスニングモードを選択ずる） 

本機には、多彩な音響効果を楽しんだり、お巧みで音場補正も巧能なさまざまな U スニングモード 
びあります。スピーカーの配置をノーマルサラウンドセッティング （13 ぺージ）にしている場合は、 
サラウンド/アドバンスドサラウンドの中から U スニングモードを]つ選択することびできます。 
サラウンドスピーカーをお部屋の前方に置くフ□ントサラウンドセッティング （13 ページ）にして 
いる場合は、フ□ントサラウンド.アドバンスを選択してください。 

U ス ニン グ モー ドは下図のとおり用意されています。 


D 旧 ECT ボタンを巧す 

ダイレクトサウンドに切り換わ 
り、 D 旧 ECT インジケーターび点 
灯します。 

• D 旧 ECT ボタンを押すたびに、 
エフェクティブサウンドとダイレ 
クトサウンドび切り換わります。 

[Direct Sound i 

拿 

由 f feet IveSound] 


U スニングモード 


サラウンドモード 


音声に巧し標準的なデコードを行ラ U スニングモードです。 
... 入カソースに合わせて自動で切り換えるオートモードや、 
ステレオダウンミックスモードをあります。 


Auto 、 Stereo、Dolby Pro Lo 邑 ic など 


アドバンスド 
サラウンドモード 


映画や音楽などソフトのジャンルに合った音響効果で楽しめる 
’’’ パイオニアオ U ジナルの U スニングモードです。 


Action 、 Drama、Class に al など 


フ □ ントサラウンド < 
アドバンスモード 


. フ□ントサラウンドセッティングのときに最適なリスニング 
モー ドです。 


目サラウンド再生 


Focus 5.1 ch、Wide 5.1 ch、Extra Power 















サラウンドモードを選択ずる 


ノーマルサラウンドセッティング (13 ページ)のとさに最適な効果を発揮します。お聴さになるソフ 
卜のジャンルに合わせて選択してください。 


■ステレオ音声再生時 

• Auto uiran 

ボーカルの定位感、ステレオ感を維持しつ 
つ、独自処理により包囲感のある音場を再現 
します。 

• □□PLII Movie HTgn 

サラウンドチャンネルは定位や移動感を重 
視し、ドルビーデジタルなどに迫る音場を再 
現します。特にドルビーサラウンドで収録さ 
れている映画ソフトに最適です。 

• □□PLII Music 口口。 

サラウンドチャンネルは包囲感を重視してい 
ます。特に CD などの音楽に最適です。 

• □□PLII Game け円 n 

テレビゲームなどを楽しむとさに効果的です。 

• □□Pro LoSc uiran 

ドルビーサラウンドで収録されている音源に 
効果的です。（サラウンドチャンネルの音声は 
モノラルになります。） 

• Neo : 巨 Cinema tnran 

擬似的に 6.1 チャンネル化され、生成された 
サラウンドバック信号はサラウンドチャン 
ネルに合成され、已 .1 チャンネルで出力され 
ます。映画ソフトに最適です。 

• Neo : 目 Music 口円 n 

擬似的に 6.1 チャンネル化され、生成された 
サラウンドバック信号はサラウンドチャン 
ネルに合成され、己1チャンネルで出力され 
ます。音楽ソースに最適です。 

• Stereo fgldi] 

ステレオ再生（左ち2つのフ□ントスピーカー 
とサブウーファーのみによる再生）します。 


■マルチチヤンネル音声再生時 

• Auto 口円 n 

DVD ビデオ などのマ) レチチヤンネ J レ音声を 
音声収録ち式に応じて出力します。 

• StandardDecode ui 口 n 

ドルビーデジタルや DTS 、 マルチチヤンネル 
PCM などのマ>1レチチヤンネル音声を標準的 
なデコードで再生します。 

• Stereo Ig.lchl 

マルチチヤンネル音声ちステレオで出力し 
ます。 

• mm SURR ボタンを巧して、お好 
B みのモードを選ぶ 

巧すたびに、モードび切り換わり 
ます。上記の中からモードを選ん 
で < ださい。 

• モード表示中になみボタンで 
切り換えることびでさます。 


囚 メモ 

• ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モードや Neo :6 ミュージックモードに 
は、さらに音響効果を加えることびでき 
ます。 （47 ぺージ） 

• □下3-£3に代表される6.1/7.]チャンネ 
ル音声のサラウンドバック信号は、正確 
にデコードし、独自のバーチャルヴラウ 
ンドバック機能(己2ぺージ)により、サラ 
ウンド信号と合成して出力されます。 

• DTS - HD 、 DTS - Express、Dolby 
TrueHD (176.4 kHz / 192 kHz ) 音声 
を再生中は、 Auto または Stere 日！;(外は 
選択でさません。 

また 、 Dolby Digital Plus、Dolby 
TrueHD (96 kHzlU 下）音声を再生中 
は、 Neo :6 Cinema と Neo :6 Music は 
選択でさません。 








アドバンスドサラウンドモードを選択ずる 


ノーマルサラウンドセッティング (1 3ページ)のとさに、パイオニアオ U ジナルのサラウンド効果を 
加えて再生する U スニングモードです。表示部に ADV . SURR . インジケーターび点灯します。 


• Action 口円 il 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力 
び、包み込むように再現され、映画の迫力や 
臨場感を楽しめます。 

参 Drama HBTT 

落ち着いた雰囲気でス I -一 U 一性重視の映 
画の再生に効果的です。 

• Sci- 円 （Science Fiction) 口口。 

セリフと効果音の分離び良いため、 S 刊央画な 
どの SE (特殊効果音）の多いソースに効果的 
です。 

• Mono Film jrirani 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送など 
を楽しむのに効果的で、マルチチヤンネルヴ 
ラウンドで再生します。 

• Ent.Show (Entertainment Show) け円 n 

ミュージカルのサラウンド感や、劇場ホール 
のような雰囲気を楽しめます。 

• Expanded 口円 

2チヤンネルで収録された音声を、己1チヤ 
ンネルのサラウンド効果で再生でさます。ド 
ルビーサラウンドソフト再生時は特に効果 
的です。 

• TV Surround け ran 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラ 
ル信号やステレオ信号をマルチチヤンネルヴ 
ラウンドで再生します。 

• Advanced Game 口口。 

ゲームのスピード感、躍動感をより一層に高め 
ます。シューテイングゲームや レー シングゲー 
ムなど、ちへ左へ駆け巡るような流れのある 
シーンの多いゲームに効果的です。 

• Sports 口円 il 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観 
戦しているような臨場感を体感できるヴラウ 
ンド再生です。 

• Classical け円 n 

大型のコンヴートホールをイメージしていま 
す。反射音の遅延時間帯び長く、さらに残響音 
を加えることでコンヴートホール特有の美し 
い響さと、オーケストラの迫力び楽しめます。 


• Rock/Pop inran 

楽器の分離感と臨場感びあり、躍動感のある 
サラウンドを楽しめます。 

• Unplugged 口円 it 

アコーステイツク系の音楽ソースに最適な 
モー ドです。 

• Ext.Stereo (Extended Stereo ) Uiran 

標準のステレオ （2 チヤンネル）音声を加工 
することなく、ステレオ音声のまま己1チヤ 
ンネルで再生します。部屋のどの場所でも同 
じようなステレオ感び得られます。 


• fm ADV . SURR ボタンを巧して、 
圍 お好みのモードを選ぶ 

巧すたびに、モードび切り換わり 
ます。上記の中からモードを選ん 
で < ださい。 

• モード表示中になみボタンで 
切り換えることびでさます。 


囚 メモ 

•アドノ（ンスドサラウンドモードを解除し 
たいとさは、 SURR ボタンを押してくだ 
さい。 

• 下の音声信号入力時は、アドバンスド 
サラウンドモードの切り換えびでさま 
せん。 

- Dolby TrueHD (88.2 kHz 閒 
- DTS-HD (88.2 kHzl ^ (上、または 
チヤンネルフオーマツト2/日） 

- DTS-Express (チヤンネルフオーマツ 
卜 2/0) 


目サラウンド再生 




フ□ントサラウンド•アドバンスモードを選択ずる 


臨場感のある自然なサラウンド効果び得ら 
れます。前面に置いた左ちの スピーカーから 
等距離の直線上で視聴してください。 

• Wide 日 . Ich 回面！ 

Focus 己.1 ch よりも横に広い範囲でヴラウ 
ンド効果び得られます。 

• Extra Power ロ ロ ii 

より力強いステレオ再生を実現します（マル 
チチヤンネルの場合、ステレオにダウンミツ 
クスされます)。 


B f . s . surr ボタンを巧して、お 
好みのモードを選ぶ 

巧すたびに、モードび切り換わり 
ます。左記の中からモードを選ん 
で < ださい。 

• モード表示中になみボタンで 
切り換えることびでさます。 


囚メモ 

• フ□ントサラウンド•アドバンスモード 
を解除したいときは、 SURR ボタンを押 
してください。 

• I ソ下の音声信号入力時は、フ□ントサラ 
ウンド•アドバンスモードの切り換えび 
でさません。 

- Dolby TrueHD (88.2 kHzl ； (上） 

- DTS-HD (88.2 kHzl ^( 上、または 
チヤンネル フォー マツ ト2/日） 

- DTS-Express (チヤンネルフオーマツ 
卜 2/0) 


r フ□ントサラウンドセッティング」 （13 ページ)のとさに最適な効果を発揮するモードです。表示 
部に F.S.SURR. インジケーターび点灯します。 

• Focus 5.Ich 口円 n 




任縮音声を高音質化する（サウンドレトリパー) 

WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC などのステレオ圧縮音声を再生するときに効果的です。圧縮音声は 
圧縮処理される際、人び感じ取りにくい部分の音声び削除されてしまいます。サウンドレト IJ バー 
機能では、削除されてしまった部分の音声を DSP 処理によって補い、音の密度感、抑揚感を向上さ 
せて再生します。 


* (SIW 


SOUND RTRV ボタンを巧す 

押すたびに、オンとオフび切り換 
わります。 

「 Ret r I ever On 1 

♦ 

r Ret rI ever Oft | 

• オンのとさは表示部に S.RTRV 
インジケーターび点打します。 


囚メモ 


下の音声信号を再生しているとさは、 
サウンドレト IJ バー機能を切り換える 
ことびでさません。 

-マルチチャンネル音声 
- SACD 、 DTS - HD 、 DTS - Express 、 
Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus 
および PCM 192 kHz /1 76.4 kHz の 
ステレオ音声 

上記の音声を再生しているとさは、サウ 
ンドレト U バー機能の効果は得られま 
せん。 


サウンドの調整を行5 


ダイレクトサウンド時に選択した U スニングモードのサラウンド効果に、さらにさまざまな音質の 
調整を加えて、お好みの音場を創り出すことびでさます。音質を調整する項目は下のとおりです。 
各項目についての詳細は、46〜47ページをご覽ください。 


•[ 


Tone 




] 音質の調整 


Bass/Treble ] 




Bas 


OdB I 


低音の調整 


Treble OdB 


高音の調整 


— r 


IVii dn I aht 


] ミッドナイトモード 


Loudness ] フウドネスモード 


l\/lanne r 


] マナーモード 


Sound Delay 


MCACC -Effect 


Center Width 


Dimention 


Panorama 


サウンドディレイの調整 
MCACC エフェクト 
センター幅の調整※ 1 
ディメンションの調整※1 
パノラマ調整※1 


Center Image | センターイメージ※ 2 


サラウンドモードのドルビープ□□ジックII ミュー 
ジックモード選択時のみ設定することびでさます。 

《2サラウンドモードの Neo: 目ミュージックモード選 
択時のみ設定することびでさます。 




2 . 




SOUND ボタンを巧す 

和与で各調整項目を選択し 
て、 ENTER ボタンを巧ず 

左記の各調整項目と現在の設定 
内容び表示されます。 

なみで、手順2で選択した調 
壁項目の設定内容を選ぶ 


ENTER ボタンを巧して、設 
定モードを終了する 


目サラウンド再生 


































設定項目 


設定内容 


I--1 • Bass/Treble : 

' _ =〜■， - ' 低音と高音の音質をお好みで調整でさます。 

曰 h のな定 ♦ Bass り氏音の調整）： -6 犯〜+目犯 

再生する曲の低音 （ Bass ) の音質を調整します。 

OdB び標準の音質です。 

♦ Treble ( 高音の調整）： 一 6 犯〜+巨犯 

再生する曲の高音 ( Treble ) の音質を調整します。 

OdB び標準の音質です。 

♦ Midnight (ミツドナイト）： 

音量をルさくすると、サラウンドサウンドび弱くなった 
り、微小な音び聴こえにくくなることびあります。この 
機能は、音量をルさくしても、ほどよい臨場感と高域の 
ク U ア感を確保することびでさるモードです。夜間に音 
量をルさくして、主にマルチチャンネル音声の映画を楽 
しむ場合に適しています。 

♦ Loudness ( ラウドネス）： 

この機能は、音量をルさくしてを、ほどよい臨場感と高 
域のク U ア感を確保することびできるモードです。音量 
をルさくして、主にステレオ音声を楽しむ場合に適して 
います。 

参 Manner ( マナー）： 

夜間に音楽や映画を楽しむとさ、突然の爆発音などび大 
きく出ることびあり、隣室などへ音われといった迷惑を 
かけることびあります。この機能は、低域と高域を抑え 
ることにより隣室などへの音ちれを低減しつつ、セ U フ 
を聴さ取りやすくするモードです。 

• Midni 旨 ht や Loudness 、 Manner をオフにしたいと 
きは、目 ass / Treble を選択します。 


[Sound Delay ] 

サウンドディレイの調整 

( DVD ソフトなどで、映像の動さのち 
びセ U フなどの音声より遅れている 
場合、音声全体を遅らせることで、映 
像の動さと音声とを合わせることび 
でさます） 


• 〇 〜60 


0は音声は遅延しません。 ] ステップあたり日.1フレー 
ム （1 フレームは1/3日秒）で、 目 0 (6.0 フレーム）ま 
で遅延させることびでさます。 


• オートディレイ設定び日 n のとさは、選択でさませ 
ん。 （63 ページ） 


厂 MCACC Effect I 

MCACC エフェクト 

サウンドの自動設定 (Auto MCACC ) 
で設定された内容の有効/無効を選び 
ます。 


♦ MCACC On : 

Auto MCACC で設定されたすベての内容（チヤンネル 
レベル設定-スピーカー距離補正-周波数補正-定在波 
補正）を有効にします。 

♦ MCACC Off : 

Auto MCACC で設定されたすベての内容を無効にしま 
す。 


• MCACC Off を選択したときは、チャンネルレベル 
設定とスピーカー距離補正については手動で調整す 
ることびでさます。 













設定項目 


設定内容 


「 Center Width | 

センター幅の調整 

ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モード時、センターチヤンネルの音声 
を左ちのフ□ントスピーカーにどの 
程度振り分けるかを調整します。 

この調整によって音色の不一致を緩 
和させることび可能になり、音楽再生 
に適した音域を創り出すことびでさ 
ます。 


• 〇 〜7 

0はセンタースピーカーのみからの出力で、7はセン 
ターチヤンネルの音声をすべて左ちのフ□ントスピー 
カーに振り分けます。 

• 本機はデュアルセンタースピーカー方式のため、通 
常は3に設定してください。 

• ドルビープ□□ジック II ミュージックモード時のみ 
選択でさます。 

• マルチチヤンネル音声を再生しているとさは、選択 
でさません。 


[Diment I on ] 

ディメンションの調整 

ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モード時、 U スニングポジションから 
前方の音場を強くするか、後方の音場 
を強くするかを調整します。この調整 
を行うことで広びりのある音場を創 
り出すことびでさます。 


♦ -3 〜+3 

一3は U スニングポジシヨンから後方の音場び強くな 
り、+3は前方の音場び強くなります。 


ドルビープ□□ジック II ミュージックモード時のみ 
選択でさます。 

マルチチャンネル音声を再生しているとさは、選択 
でさません。 


[ 


Panorama 


] 


パノラマ調整 

ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モード時、前方の音場を左ちに大さ< 
回り込ませ、サラウンドチヤンネルに 
つなげるようなサラウンド効果を加 
えます。正確な定位よりも雰囲気を楽 
しむための機能です。 


^Panorama Off / Panorama On 


ドルビープ□□ジック II ミュージックモード時のみ 
選択でさます。 

マルチチヤンネル音声を再生しているとさは、選択 
でさません。 


[Center Image | 

センターイメージ 

Neo :6 ミュージックモード時、セン 
ターチャンネルの音声を左ちのフロ 
ントスピーカーにどの程度振り分け 
るかを調整します。 

この調整によって音色の不一致を緩 
和させることび巧能になり、音楽再生 
に適した音場を創り出すことびでさ 
ます。 


> 0〜10 

0はセンタースピーカーのみからの出力で、10はセン 
ターチヤンネルの音声をすべて左ちのフ□ントスピー 
カーに振り分けます。 


本機はデュアルセンタースピーカー方式のため、通 
常は3に設定してください。 

Neo : 目ミュージックモード時のみ選択でさます。 
マルチチャンネル音声を再生しているとさは、選択 
でさません。 


目サラウンド再生 
















スピーカー出カレベルを設定する 

• サラウンドの自動設定 （ MCACC )(38 ぺージ)を行った場合、「スピーカー出カレベルの調整」は自 
動で高精度に測定/設定されているので、ここでの設定は必要ありませんび、お好みに応じて調整す 
ることちでさまず。 

あるスピーカーからの音のみを大さくしたり小さくしたりしたいとさに、そのチヤンネルのレベル 
を調整することびでさます。 

ただし、この調整を行ったあとに MCACC を行うと、ここでの設定は無効になります。 


再をしている音声で調壁ずる 


ラジオや CD 、 DVD などの音声を聞さなびら、各スピーカーごとにお好みの音の大ささに調整する 
ち法です。 


1 . 剛 SETUP ボタンを巧す 



仁 与で "Sound Setup " を 
選んで、 ENTER ボタンを巧す 

— Sound bet up — 



仁与で " ChannelLevel " を 
選んで、 ENTER ボタンを巧す 

Channel Level 


4. 



仁与で、出カレベルを調整 
するチヤンネルを選択する 


L (フ□ント左）|ィ 


C (センター ）I 


R 口 □ントち）] 


SR (サラウンドち)] 


SL (サラウンド左)] 


SW (サブウーファー)|ィ 


6. 手順4か！5日を繰り返して、各スピー 
カーのレベルを調整する 



ENTER ボタンを巧す 


囚メモ 


• MCACC エフェクトび日 n のとさと日 ff の 
ときで、別々に設定び記憶されます。 

• 音量び己11；(上のとさは、調整範囲び制限 
されます。 


已.なみで、各チャンネルの出力 
レベルを調整する 

チヤンネルレベルは、±]日服の 
範囲で調整でさます。 




















テストトーンで調整ずる_ 

ヴーといラテスト I -ーンを聞さなびら、各スピーカーの音量バランスを調整するち法です。 


2 . 


3. 


4 . 


TEST TONE ボタンを巧す 

な下の順番で、各チヤンネルのテス 
トトーン（ヴーといラ音）び、自動 
的に切り換わって出力されます。 


L (フ□ント左）|ィ 


C (センター） I 


R 口 □ントち）] 


SR (サラウンドち)] 


SL (サラウンド左)] 


SW (サブウーファー )] I 
調整しやすい音量にする 


なみで、 テストトーンび出力 
片〇)うされている スピーカーの 出力 
レベルを調整する 

各 スピーカーからの 音び同じ大 
ささに聞こえるように調整して 
ください。チヤンネルレベルは 
±10 dB の範囲で調整でさます。 

ずべてのス ピーカーの 調整び 
終了した！5、 ENTER ボタンを 
巧ず 

テスト I -ーンび止まり、調整を終 
了します。 


(enter) 


囚メモ 

• サブウーファーのテスト!-ーンは、周波 
数び低いので実際のレベルより小さく聞 
こえる場合びあります。 

• サブウーファーの調整は実際に音楽や 
映画ソースなどを使って適切な値に調 
整することをお勧めします。 (48 ページ） 

• MCACC エフェクトび日 n のときと日 ff の 
ときで、別々に設定び記憶されます。 

• 音量は己日じ(下に設定してください。 


目サラウンド再生 




















スピーカーの 距離を設定する 

• サラウンドの自動設定 （ MCACC )(38 ぺージ)を行った場合、「スピーカー出カレベルの調整」は自 
動で高精度に測定/設定されているので、ここでの設定は必要ありませんび、お好みに応じて調整 
することちでをます。 

U スニングポジションから各スピーカーまでの距離を設定します。それぞれのスピーカーまでの距 
離を入力することによって、その差に生じる音のタイミングのズレび自動的に補正され、 U スニン 
グポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。 

ただし、この調整を行ったあとに MCACC を行うと、ここでの設定は無効になります。 


1 . 剛 SETUP ボタンを巧す 


6. 手順4か5日を繰り返して、各スピー 
カーまでの距離を設定する 


2 . 



3 ■ 



ん 



仁 与で "Sound Setup " を 
選んで、 ENTER ボタンを巧ず 




ENTER ボタンを巧す 


囚メモ 

• MCACC エフェクトび日 n のとさと日 ff の 
ときで、別々に設定び記憶されます。 


已.なみで、各スピーカーまでの 
(〇 )距離を設定する 


0.1 m 〜9.日 m の間を日.] m 間 
隔で設定でさます。 

















ダイナミックレンジコントロールを設定する 

ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さな音からどのくらい大きな音まで 
をきちんと（ルさな音はノイズに埋もれずに、大きな音は歪まずに）再生できるかを数値 （ dB ) で 
表したものです。ダイナミックレンジコント□ールとは、このダイナミックレンジを圧縮する機能 
です。音量を下げて映画を楽しむとさなどは、ダイナミックレンジを圧縮すると微小な音を聞さや 
すくなり、映画をより一層楽しむことびできます。 

• D.R.C. Auto 

ドルビー TrueHD の D . R . C . Auto に対応 
した信号に対してのみダイナミックレンジ 
を圧縮します。 

• D.R.C. High 

ダイナミックレンジを最も圧縮します。 

• D.R.C. Mid 

ダイナミックレンジを少し圧縮します。 

• D.R.C. Off 

ダイナミックレンジを圧縮せずに音声信号 
をそのまま再生します。 


耐 SETUP ボタンを巧す 

で" Sound Setup " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧ず 



bound Setup 


知与で" D . R . C ." を選んで、 
0う ENTER ボタンを，巧ず 


D.R.C. 


4. なみで設定を選んで、 

) ENTER ボタンを巧す 



囚 メモ 


ダイナミックレンジコント□ールに対 
応しているドルビーデジタル音声や 
DTS 音声などに効果びあります。 
再生しているディスクによっては、効果 
の少ないものもあります。 


デュアルモノの設定 


DVD レコーダーなどの機器で、録画した二力国語放送（ドルビーデジタル]+1デュアルモノ音声） 
を再生しているときや、地上/ BS / CS デジタルチューナーなどで、二力国語き組 ( MPEG -2 AAC 
1+] デュアルモノ音声）を視聴しているときに、音声選択を行います。 

• CH1 Mono 


I setup] 



SETUP ボタンを巧す 

仁吟で" Sound Setup " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧ず 


bound Setup 


片吟で" Dual Mono " を選ん 
で、 ENTER ボタンを巧す 


Dual Mono 


4 . 



なみで設定を選んで、 
ENTER ボタンを巧す 


チヤンネル]のみを再生します。 

• CH2 Mono 

チヤンネル2のみを再生します。 

• CH1/CH2 

チヤンネル1、2の音声を左ちのフ□ント 

スピーカーから振り分けて再生します。 

囚 メモ 

• MPEG -2 AAC 、 ドルビーデジタルの 
1+1デュアルモノ音声のとさのみ音声 
を切り換えることびでさます。 

• 再生側の機器のデジタル出力設定び 、 IJ 
ニア PCM に設定されていると、デュア 
ルモノ音声にはなりません。ドルビーデ 
ジタルや MPEG -2 AAC などで出力し 
て < ださい。 

• アナ□グ接続のとさはデュアルモノ音 
声を切り換えることはでさません。再生 
側の機器で切り換えてください。 


目サラウンド再生 






八ーチヤルサラウンドパックの設定 

仮想のサラウンドバック音声を創り出して、サラウンドスピーカーから出力します。これにより、 
6.1 チヤンネルでエンコードされたドルビーデジタル EX や DTS-ES といったサラウンドバック信 
号を含んだ音声信号を、本機で聞くことびでさます。 


1. 陆而 SETUP ボタンを巧す 



片吟で" Sound Setup " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧ず 

— Sound bet up _ 


3. 



仁吟で" Virtual SB " を選ん 
で、 ENTER ボタンを巧す 

~ Virtual SB ~~ 


4. なみで設定を選んで、 

) ENTER ボタンを巧す 


• Vir.SB Auto 

6.1 チャンネル再生検出信号を含んだ音声 
信号や U スニングモードによって、仮想の 
サラウンドバックチヤンネ>1レ音声を創り出 
します。 


• Vir.SB On 

仮想のサラウンドバックチャンネル音声を 
創り出します。 


• Vir.SB Off 

仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を 
創り出しません。 

囚メモ 


• サラウンドチヤンネルび1|擁1されていな 
いソース（シーン）では、仮想のサラウン 
ドバックチヤンネ>1レ音声を創り出すこと 
はでさません。 


LFE アッテネーターの設定 

ドルビーデジタルや DTS 音声には、 LFE (超低域音声成分）び含まれていることびあります。 
LFE レベルび大きくて、スピーカーからの音声に歪みび生じるときは、 LFE レベルをアッテネー 
卜 (減衰）します。 


1 .SETUP ボタンを巧す 



仁吟で" Sound Setup " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧ず 

— Sound bet up _ 



知与で" LFE ATT " を選んで、 
ENTER ボタンを巧す 


LFE ATT 


4. なみで減衰量を選んで、 

ENTER ボタンを J 甲す 

V ± y 減衰量ま、〇服、-日犯、-10犯、 
一1己 d 巳、一2日 d 巳、 Off から選ぶ 
ことびでさます。 

• 日 d 目を選択したときは減衰し 
ません。 

• 日 ff を選択したときは LFE 信号 
び出力されません。 






第 7 章： 

ラジオを聞< 


放送局を受信する 


アンテナび接続されていないと、 FM/AM 放送 
を聞くことはでさません。22ページを参照し 
て、アンテナを接続してください。 


[FWAI^ 


FM / AM ボタンを巧す 

ラジオび聞ける状態になります。 


FM 76.001 VlHz 


AM 


522kHz 


2 . 


FM 放送の雑音を減 5 ず 


FM / AM ボタンを押すたびに、 FM 
と AM び切り換わります。 

FM 放送を聞くときは FM を、 AM 
放送を聞くときは AM を選択し 
て < ださい。 

TUNE +/ —ボタンを巧して、 
聞きたい放送局に周波数を合 
わせる 

周波数の合わせち（チューニング）には、！^:^ 
下の3通りびあります。 

• オートチューニング 

TUNE + / — ボタンを押し続けて、周波数び 

動さ始めたら指を離します。 

周波数び自動的に変化して、放送局を受信 
すると自動的に止まります。 

途中で止めるときは、もう一度 TUNE +/- 
ボタンを押すか、 ENTER ボタンを押します。 
• マニュアルチューニング 
TUNE +/- ボタンを]回ずつ押します。 
周波数び1ステップずつ変化します。 

• 八イスピードマニュアルチューニング 
TUNE +/ —ボタンを押し続けます。 
ボタンを押している間、周波数び連続して 
変化し、指を離すと止まります。 


遠い放送局や電波の弱い地域などで、 FM のステ 
レオ放送に雑音び多いとさは、強制的にモノラル 
にして放送を聞さやすくすることびでさます。 
通常は、放送局側に合わせて自動的にステレオ 
とモノラルを切り換える " FM Auto " に設定し 
て < ださい。 

1. FM / AM ボタンを巧して 、 FM 
が送を受信する 

放送局の受信のしかたは、左記 
を参照してください。 


2 . 


网 SETUP ボタンを巧す 



FM ステレオ放送をステレオで受 
信するよラに設定する場合は、 
"FM Auto " にします。 


囚メモ 


放送されている FM びモノラル音声か、 
電波の弱い場合は、ステレオ放送になり 
ません。 


7ラジオを聞ぐ 












AM 放送の雑音を減 S ず 


放送局を記憶させる 


1 . ^ FM/AM ボタンを巧して、 AM 
放送を受信ずる 

放送局の受信のしかたは、已3 
ページを参照してください。 



SETUP ボタンを巧す 

吟で" Tuner Setup " にし 
て、 ENTER ボタンを巧す 

— Tuner bet up _ 



仁与で" Noise Cut " にして、 
ENTER ボタンを巧す 

Noise Cut 



なみで設定を選んで、 ENTER 
ボタンを巧ず 

" N.Cut Model " から" N.Cut 
Modes " まで選ぶことびできま 


す。 


雑音び最もノ」\さい設定を選んで 
<ださい。 


受信した放送局を記隱させる 


FM 放送と AM 放送を合わせて3日局まで、ス 
テーシヨン（記憶番号）に記憶させることびで 
さます。 


1. FM/AM ボタンを巧して、記 
憶させたい放送局を受信する 

放送局の受信のしかたは、己3 
ページを参照してください。 


2 . 

3. 


(setup I 



SETUP ボタンを巧す 

仁与で" Tuner Setup " にし 
て、 ENTER ボタンを巧す 

—Tuner bet up _ 



仁 与で" ST . Memory " にし 
て、 ENTER ボタンを巧す 

_ b r.Memory _ 



なみで、記憶させるステーシヨ 
ンを選ぶ 

記憶させるためのステーション 
は STOl 〜 ST 30 まであります。 


ST01 76.001 VlHz 


目-^ ENTER ボタンを押して記憶さ 
せる 


囚メモ 

• すでに記憶されているステーションに 
違ラ放送局を記憶させると、前の放送局 
は消去され、新しい放送局びステーショ 
ンに記憶されます。 











記憶させた放送局を呼び出ず 


各ステーション（記憶番号）に記憶させた放送 
局を聞 < ことびでさます。 


1. 面肉^ FM / AM ボタンを巧す 

ラジオび聞ける状態になります。 

2. _ ST +/- ボタンで、記憶した 

ステーションを選ぶ 

[sTm ~~76.001 VIHz 


■ J モコンの数字ボタンで呼び出ず 


記憶させた放送局を数字ボタンでダイレクトに 
選ぶことびでさます。 


1. FM / AM ボタンを巧す 

ラジオび聞ける状態になります。 


2 . 


nnci ステーション番号と同じ数字 
□ □□ ボタンを巧す 


口置曰 


(例）ステーション2: 百 

ステーション] 8: a 回 

3. 。 ENTER ボタンを巧す 

^ 数字ボタンを巧して2秒上待 
つと、 ENTER ボタンを押さな< 
てち選ぶことびでさます。 







巧 Q 章- 

他機おのち続 

A 本機側面や背面の端テ部に接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コー 
ドを抜いてください。 

また、電源コードはすべての接続び終わってから壁のコンセントに接続してください。 

• 接続する機器の取扱説明書もあわせてご覽ください。 

か部音青機巧の接続 


アナ□グオーデイオ機器の接続 


アナ□グ音声出力端子のあるオーディオ機器を本機に接続して、その音声をサラウンドで楽しむこ 
とびでさます。 


本機側面の アナ□グ音声入力端子と、 接続した 
いオーディオ機器の音声出力端子とを、市販の 
オーディオコード（ピンプラグ付接続コード）で 
接続します。 

囚メモ 

• ビデオデッキなど映像出力端子びある 
機器の場合は、映像信号をテレビに直 
接接続してください。 


レシーバー サブ ウーファー 



▲ 

アナ□グ音芦 
出力端子へ 



カセツトデッキなど 




〇 〇 

□ aaaa 




メモ U —才一 X ィオプレーヤーなどを気軽に接 
続して本機で聴くこともできます。 

ディスプレイユニッ ト 背面の F.AUDIO 端子と、 
接続したいオーディオ機器の音声出力端子と 
を、市販のステレオ三ニプラグケーブルで接続 
します。 

• F.AUDIO 端子に ケーブルを接続すると、自 

動的に本機の入力び Front Audio In に切り 

換わります。 


ディスプレイユニット 



メモリーオーディオ 
プレーヤーなど 


熱.爲レ 


















































デジタルオーディオ機器の接続 


本機には、光デジタル音声入力端テび2系統あります。 DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、目 S / 
CS デジタルチューナーなどの機器と接続して、映画などを己 T チャンネルサラウンドで楽しむこと 
びでさます。 

• 外部機器と HDMI ケーブルで接続している場合は、光デジタルケーブルによる接続は必要あり 
ません。 


接続したい機器の光デジタル音声出力端子と、 
本機の光デジタル音声入力端テを付属（または 
市販)の光デジタルケーブルで接続します。 

• 光デジタルケーブルを使用するとさは、ケー 
ブル先端のカバーを外してください。 


囚メモ 

• 映像出力端子びある機器の場合は、映像 
信号をテレビに直接接続してください。 
• 接続した機器にデジタル音声出力に関 
する設定びある場合びあります。詳し 
くは、それぞれの機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 


レシーバーヴブウーフア- 


^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 



光デジタルケーブル 


DVD レコーダーや 
DVD プレーヤーなど 


m 


◎ 


光デジタル 
音声出力へ 


iPod の接続 


付属の iPod ケーブルを使用して、 iPod の曲を本機で聴くことびでさます。 

ディスプレイユニット 


ディスプレイユニット背面の iPod 端テと、お使 
いの iPod とを、付属の iPod ケーブルで接続しま 
す。 

* iPod 端テにケーブルを接続すると、自動的 
に本機の入力び iPod に切り換わります。 

• 巧の再生などの操作は、 iPod 本体で行って 
<ださい。 

囚メモ 

• iPod の機種によっては、本機と接続でき 
ないちのびあります。 

iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 
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他機器の音声を本機で聞 < には 


他機器の音声を本機で聞くとさは、 U モコンで本機の入力を切り換えます。一部のパイオニア製の 
機器を接続した場合は、本機の U モコンで操作することびでさます。 


1. 本機の電源びオフの場合は、 
(@) 6RECEIVER ボタンを巧し 

て電源をオンにする 

同様に、他機器の電源ちオンにし 
て < ださい。 

2. riii^ LINE ボタンを繰り返し押して、 

入力を選ぶ 

ボタンを押すたびに、下のように入力び 
切り換わります。 

Digital 1 —► Digital 2 —► Analo 邑つ 
Front Au 灶 0 In < - iPod 4 J 

U モコンの液晶操作画面び、機器の選択画 
面に切り換わります。 


3. 接続している機器の種類を選ぶ 

下図の液晶操作画面で機器の種類を選ぶと、 
U モコンび選択した機器の操作モードに切 
り換わります。 


LINE 

喊 / I BD ド VD 


EXIT 


• 液晶操作画面に操作したい機器の種類び 
表示されなかったり、お使いの機器びパ 
イオニア製！;(外の場合は、 U モコンの 
RCV ボタンを押して RECEIVER モー 
ドに切り換えておいてください。 


4. 必要に応じて、他機器の再生操作をずる 




HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生ずる 

HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の略です。パソコンディスプレイなどで使わ 
れている DVKDigital Video Interface ) 端テを拡張した、次世代テレビ向けのデジタルインター 
フェースの規格です。 HDMI 対応機器と HDMI 対応のプラズマテレビなどを接続することで、圧 
縮されていないデジタル映像と音声 （ ドルビーデジタル（ドルビーデジタルプラスやドルビー 
TrueHD も含む )、 DTS ( DTS-HD Master Audio も含む)、 MPEG -2 AAC 、 SACD または U 二 
ア PCM ) を]本のケーブルで伝送できます。接続には HDMI ケーブルをお使いください。 

• HDMI 対応機器の HDMI 端テの規格びバージョン ] .日のものでは、 DVD 才ーデイオ信号を伝送 
することはでさません。 


HDMI 巧応機器を接続ずる 


1. HDMI ケーブルで、本機の HDMI IN 
1〜3端子と、 HDMI 対応機器の HDMI 
出力とを接続する 

HDMI 対応機器と接続して、本機で再生し 
ているとさは、ディスプレイ ユニッ トのホ 
い HDMI インジケーターび点打します。 

2. 同様に、本機の HDMI OUT 端子と、 
HDMI 対応テレビの HDMI 入力端子を 
接続する 

3. HDMI 入力機器を接続した HDMI 1〜 
3のいずれかのボタンを巧して、本機 
の入力を切り換える。 

ディスプレイ ュニッ トの INPUT SELECTOR 

ボタンを繰り返し押して、入力を切り換える 
ことをでさます。 


レシーバー サブ ウーファ- 


囚メモ 



テレビから映像び出ない場合は 、 HDMI 
機器やテレビの解像度の設定をご確認 
<ださい。 

本機は SACD 、 ド ルビーデジタル プラス、 
K ルビー TrueHD 、 DTS-HD Master 
Audio 信号にも対応していますび、再 
生機器びそれらのフォーマツトのビッ 
トスト U —ム出力に対応している必要 
びあります。 


本機は HDMI 機器との接続を目的として設計さ 
れています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機 
器によっては正常に動作しない場合びあります 
( HDCP に対応していない DVI 機器（パソコン 
のディスプレイなど）には接続でさません）。本 
機の HDMI インターフエースは！;(下の規格に基 
づいて設計されています。 

• High-Definition Multimedia Interface 
Specification Version 1.3 a 

HDMI、HDMI □ゴ、および High-Definition 
Multimedia Interface は HDMI Licensing 
LLC の商標または登録商標です。 
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HDMI 

出力端子へ 


HDMI 対応機器 



















HDMI 設定 


HDMI 機器から入力された音声を、本機で出力するか、テレビに出力させるかを選ぶことびでさま 
す。 HDMI 設定を Throu 呂 h にすると、本機の機能の多くび使用できなくなります。 

• レシーノくーサブウーファーを操作するときは、 RCV ボタンを巧して U モコンを RECEIVER モー 
ドにしてください。 


1. 頂雨！ SETUP ボタンを巧す 



知与で " HDMI Setup " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧す 

~ HDMI Setup ~ 



仁与で "HDMI Mode " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧す 

~ HDMI Mode 


4. なみで、設定内容を選んで、 

( 1 ENTER ボタンを巧す 

• AMP 

HDMI 機器の音声を本機から出力します。 

• Through 

HDMI 機器の音声をテレビから出力します。 

このとさ 、 HDMI THROUGH インジ 

ケーターび点好します。 


囚 メモ 

• HDMI 対応機器の音声をテレビから出 
力させたい場合は、 HDMI 設定を 
Throu 呂 h にしてください。 

• HDMII コント□-ル機能に対応したパ 
イオニア製プラズマテレビと HDMI 
ケーブルで接続している場合、プラズ 
マテレビのホームメニューで HDMI コ 
ント□-ル設定を「音声を AV システム 
から出す」にすると、本機の HDMI 設定 
びでさな< なります。 

プラズマテレビの設定については、プ 
ラズマテレビの取扱説明書をご覽くだ 
さい。 






HDMI コントロール機能で HDMI 機器を連動動作させる 

HDMI コント□-ル機能に対応したパイオニア製プラズマテレビやブルーレイディスクプレーヤー 
などを、 HDMI ケーブルで本機と接続することでこれらの機器との連動動作を実現します 。 HDMI 
コント□ール機能で連動できる動作について、詳しくは、 HDMI コント□ール機能対応のパイオニ 
ア製プラズマテレビに付属の取扱説明書をご覽ください。 

• HDMI コント□-ル機能に対応していない機器では、ここでの機能を使用することびできません。 
• パイオニア製ではない機器とは正しく連動動作でさないことびあります。 

• HDMI コント□-ルモードや才ートディレイ、 TV 入力の設定をするときは、 RCV ボタンを押し 
て IJ モコンを RECEIVER モードにしてください。 


HDMI コント□■ル機器を接続ずる_ 

本機にはプラズマテレビの他に、最大3台の HDMI ソース機器を接続して連動動作させることび 
できます。接続には HDMI 1.3 規格に対応した HDMI ケーブルをご使用くださし、 HDMI 1.3 規格 
に対応していない HDMI ケーブルでは HDMI コント□-ル機能び正常に動作しない場合びありま 
す。 

接続び終わったら、 HDMI コント□ールモードの設定 （62 ページ）を行ってください。 

•接続するときは、必ずすベての機器の電源コードを抜いてから行ってください。 HDMI コント 
□ール対応機器の接続終了後、本機の電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び入りま 
す。この際、 HDMI に関する初期化動作を約]己秒間行います。初期化中は HDMI インジケー 
ターび点滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください。 

なお、 HDMI コント□ールモードを Off にすると、この処理は行われなくなります。 

• 本機の HDMI コント□-ル機能を十分に発揮するために、 HDIVII 機器は本機に接続してください。 
HDMI 機器を本機ではなくプラズマテレビに直接接続すると、 HDMI コント□ール機能び働か 
ないことびあります。 


レシーバー サブ ウーファー 



HDMI コント□—ル対応機器 対応プラズマテレビ 
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• 本機とプラズマテレビは直接接続してくだ 
さい。本機外のアンプや AV コンバー 
ター （ HDMI スイッチ）などに接続してか 
ら本機に接続すると、誤動作の原因となり 
ます。 


• 本機の HDMI 入力にはソース機器（ブルーレ 
イデイスクプレーヤーなど）を直接接続し 
てください。本機！;(外のアンプや AV コン 
バーター （ HDMI スイッチ）などを接続す 
ると誤動作の原因となります。 



HDMI コント□—ルモードを設定ずる 


本機の HDMI コント□-ル機能を有効にする設定を行います。 

本機の設定外にも、本機と接続する HDMI コント□ール機能に対応した機器の設定も必要です。 
詳しくはそれぞれの取扱説明書をご覽ください。 

• HDMI コント□ール機能対応のパイオニア製プラズマテレビ！;(外と接続する場合は 、 Control Off 
に設定することをお勧めします。 


1. 商品 SETUP ボタンを巧す 



仁与で " HDMI Setup " を選 
んで、 ENTER ボタンを巧す 


HDMI Setup 


• Control On 

HDMI コント□-ル機能び有効になりま 
す。本機の電源をオフにしても 、 HDMI 
コント□ール機能に対応した入力機器を 
再生すれば、その映像と音声を HDMI 
出力からテレビに出力します。 



知与で " HDMI Ctrl " を選ん 
で、 ENTER ボタンを巧す 

~ HDMI Ctrl 


4. なみで、設定内容を選んで、 

ENTER ボタンを巧す 


• Control Off 

HDMI コント□-ル機能は無効になり、 
連動動作しません。本機の電源をオフに 
すると、接続した入力機器の映像と音声 
は HDMI 出力されません。 



























オートディレイの設定 


HDMI 接続時に映像と音声のズレを自動的に補正するかどうかを設定します。 


2 . 


呵 SETUP ボタンを巧す 

知与で" HDMISetup " を選 
■ んで、 ENTER ボタンを巧す 


HDMI Setup 


3. X 与で "Auto Delay " を選 
んで、 ENTER ボタンを J 甲す 


Auto Del ay 


4, 


なみで、設定内容を選んで、 
0 ) ENTER ボタンを巧す 

A.Delay On 

ズレを自動的に補正します。 

A.Delay Off 

自動補正をしません。 


囚メモ 


この機能は HDMI コント□ール機能を有 
効にしているとさのみ使用でさます。 
自動補正で適切な結果び得られない場 
合や、さめ細かな調整を行いたい場合 
は、 A.Delay Off に設定して、サウンド 
ディレイの調整 (46 ページ ) を行ってく 
ださい。 


TV 入力の設定 


テレビの音声を本機で聴くとさは、 HDMI ケーブルの他に光デジタルケーブルによる接続び必要で 
す。ここでテレビからの音声入力を設定すると、 U モコンの TV ボタンを押したときに、本機の入 
力び指定した入力に切り換わります。 

入力は、 Digital 1または Di 呂 ital 2 から選びます。 


2 . 


3. 


励 SETUP ボタンを巧す 

仁与で" System Setup " を 
選んで、 ENTER ボタンを巧す 


bystem Setup 



片吟で "TV Input " を選ん 
で、 ENTER ボタンを巧す 


rv I nput 


4, なみで、設定内容を選んで、 

^ ) ENTER ボタンを巧す 


囚メモ 


HDMI コント□ール機能を使用するとさ 
は、必ずこの設定を行ってください。 
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HDMI コント□ール機能を操作ずる前に動作確認をずる 


接続と設定び終了したら、下記の確認を必ず行ってください。 


1. すべての機器をスタンバイ状態にする 

2. プラズマテレビ m 外のすべての機器の 
電源をオンにする 

3. プラズマテレビの電源をオンにする 

4. プラズマテレビの入力を HDMI に切り 
換える 


5. 本機の入力を、接続した HDMI 入力の 
いずれかに切り換える 

6. 手順日で選んだ HDMI に接続した機 
器を再生する 

プラズマテレビに映像び表示されることを 
確認します。 

7. 手順己〜目を繰り返し、すべての HDMI 
入力を確認する 


HDMI コントロール機能を使う 


プラズマテレビの U モコンで本機の音量調節などの操作びでさます。 

この機能は基本的にプラズマテレビのメニユーで設定します。詳しくは HDMI コント□-ル機能対 
応のパイオニア製プラズマテレビの取扱説明書をご覽ください。なお、アンプ連動を解除（プラズ 
マテレビを操作して、音声をプラズマテレビびら出力する状態）した場合、本機の電源びオフにな 
ることびあります。 






コントロール端子の付いている機器と接続ずる 


コント□ール端テの付いたパイオニア機器と接続すると、本機のディスプレイユニットに U モコン 
を向けて接続した機器を操作することびできます（システムコント□ール）。 

これにより、 IJ モコン受光部びない機器や U モコン受光部び信号を受けられない場所に設置した機 
器も操作することびでさます。 


ディスプレイユニット 



レシーパ’ーサブウーフア- 


^ SS 同旧 〇 * ^ 



コントロール付いている機器 
入力端子へ I - 


付属のコント□-ルケーブル 


本機のコント□ール出力端子の接続をする 
ときは、本機と接続する機器とを必ずアナ □ 
グ音声コードまたは HDMI ケーブルでも接続 
してください。光デジタルケーブルの接続だ 
けでは、システムコント□ールは正しく動作 
しません。 


囚メモ 


接続には付属のコント□ールケーブルを 
使用してください。 

コント□ール入力端テにプラグを接続 
した機器の U モコン受光部は信号を受 
け付けません。 


か部アンテナを接続する 


付属の AM ループアンテナや FM 簡易アンテナでは放送びよく聞こえないとさは、市販の外部アンテ 
ナを接続してください。 


AM か gj アンテナをつなぐ 


付属の AM ループアンテナを接続したまま 、 AM 
外部アンテナ（市販のビニール被覆線）を下図 
のように接続してください。 


FM 屋かアンテナをつなぐ 


市販の FM 屋外アンテナを接続するには、市販 
の同軸ケーブルと変換アダプターを使って、下 
図のように接続してください。 




変換アダプター怖版） 
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第 g 章- 

いろいろな機能を巧う 


ス u — プタイマー 

約6日分後に自動的に電源び切れます。ラジオを 
聞さなびら眠ったりするとさに便利です。 

1 .—P SLEEP ボタンを巧して、 

S "Sleep On " を選ぶ 

_ Sleep On _ 


4. 



なみで設定を選んで、 

ENTER ボタンを巧す 
• Dimmer Light 

お買い上げ時の表示部の明るさで 
す。スリープタイマーび設定され 
ていると、表示部は暗くなります。 


• Dimmer Dark 


表示部び暗くなります。 


2. 



ENTER ボタンを巧す 

ス U — プタイマーび設定されて 
「ク」び点灯し、表示部び暗くな 
ります。 

途中で取り消す場合は、再度 
SLEEP ボタンを巧して "Sleep 
Off " にします。 


囚メモ 

• スリープタイマー設定後に SLEEP ボタン 
を押すと、電源び切れるまでのおおよその 
時間を確認することびでさます。 


r Sleep ぶ H 

ひと目盛りは、12分を表しています。 


表示部の明るをををえる 

ディスプレイユニットの表示部の明るさを変え 
ることびでさます。 


1. fiE ^ SETUP ボタンを巧す 



片吟で "System Setup " を 
選んで、 ENTER ボタンを巧ず 
— System Setup _ 


設定した内容をお買い上 
ば時のが態に戻す 


1. 



電源をオンにする 

電源びオフのとさは、 
^ RECEIVER ボタンを巧して、 
本機の電源をオンにします。 


2. ディスプレイユニットの 

INPUT SELECTOR ボタンを 
押しなが！5、 6 STANDBY /0 N 
ボタンを巧す 

電源びオフ（スタンバイモード） 
になります。 


3. 



もう一度電源をオンにする 


設定した内容びすべてお買い上 
げ時の状態に戻ります。 


囚メモ 

• 初期化すると、記憶していたすベてのメ 
モ U —び同時に消去されます。初期化す 
るときは十分にごを意ください。 



仁与で" Dimmer " を選んで、 
ENTER ボタンを巧す 

Dimmer 






第 1 □章： 

その他 


故障かな？とおった5 


故障かな？と思ったらチェックしてみてください。ちょっとした操作ミスび故障と思われびちで 
す。また、本機！;(外の原因も考えられます。接続した機器などもあわせてお調べください。 特にデ 

ジタル接続しているときは、デジタル出力の設定を十分にご確認ください。 じ(下の項目に従って再度点 

検されても直らないとさは、お買い上げの販売店またはお近くのサービスステーションにお問い合 
わせ < ださい。 


音び出ない、または特定 
のスピーカーから音び 
出ない。 


原因/巧策 参照ページ 


すべてのコードび完全に接続されていますか？「接続す 18 〜 21 ページ 
る」を参照して、正しく接続してください。 

ステレオ再生 屋五团 になっていませんか？ステレオ再生の 41 〜 44 ページ 
場合はサラウンドスピーカーからは音び出ません。 U スニ 
ングモードを切り換えてマルチチャンネル再生 回巧3 にし 
て < ださい。 

ミューティング状態になっていませんか？ U モコンの 28 ぺージ 

MUTE ボタンを巧してください。 

音量びゼ n になっていませんか？音量を調整してください。 28 ぺージ 
プレーヤー（入力機器)び対応していないフォーマットのソ 
フトを再生していませんか？プレーヤーの取扱説明書を 
確認してください。 

HDMI 設定び Through になっていませんか？本機から音 目 0 ぺージ 
声を出力する場合は AMP に切り換えてください。 

DVI 機器と HDMI ケーブルで接続している場合、音声は出 
力されません。 

本機び対応していないフォーマット （ MP 3 など）の信号を 
入力していませんか？本機び対応しているフォーマット 
はドルビーデジタル、ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタ 
ルプラス、 DTS 、 DTS-HD (マスターオーディオ）、 DTS - 
Express 、 MPEG -2 AAC 、 U ニア PCM、SACD ( DSD ) 

です。 

外部機器と光デジタルケーブルまたは HDMI ケーブルで接 
続している場合、が部機器の音声出力または HDMI の設定 
を確認してください。 


テスト I -ーンび出ない 
スピーカーびある。 


スピーカーの接続び外れていませんか？確認してください。 


20 〜 21 ぺージ 


テストトーンびまつた 
<出ない。 


スピーカーの接続び外れていませんか？確認してください。 
ミューティング状態になっていませんか？ U モコンの 
MUTE ボタンを巧してください。 


20 〜 21 ぺージ 
28 ぺージ 


FM / AM 放送び聞こえな 
し、聞き苦しい。 


アンテナは接続されていますか？アンテナを正しく接続 
して < ださい。 

アンテナの向さ、位置は悪くなっていませんか？アンテナ 
の向さや位置を調整してください。 

電気器具（堂光灯、ドライヤーなど）を使用していません 
か？ ノイズを発生させる機器の使用をやめてください。 


22 〜 23 ぺージ、 
65 ぺージ 


のその他 












1 猫犬 

原因/巧策 

参照ぺ—ジ1 

FM ステレオ放送なのに 

• 表示部に「〇」び点好していませんか？ "FM Auto / Mono " 

己3ぺージ 

ステレオにならない。 

の設定を FM Auto にしてください。 


接続したデジタル機器 

• 正しく接続されているか、をう一度確認してください。 

己7ぺージ 

からの音び出ない。 

• LINE ボタンを繰り返し巧して、入力を Di 呂 ital 1または 

Di 封ね1 2の接続した端テに切り換えてください。 


接続したアナ□グ機器 

• 正しく接続されているか、をラー度確認してください。 

己6ぺージ 

(テレビなど)の音び本機 

• LINE ボタンを繰り返し押して、入力を Analo 呂に切り換え 


から出ない。 

て < ださい。 


U モコンび効かない。 

• U モコンの電池は消耗していませんか？新しい電池に換 
えてください。このとさ、設定したテレビメーカーコード 
び消える場合びあります。3目ページを参照して、をラー 
度やり直してください。 

35ぺージ 


-堂光灯び U モコン受光部の近くにありませんか？堂光灯 
を U モコン受光部から離してください。 

26、37ぺージ 


• U モコン受光部から7 内、左ち3ぴ内で、リモコン 

を本機に向けて操作してください。 

• U モコン受光部と U モコンとの間に、信号を遮る障害物び 
ありませんか？障害物を取り除くか、操作する場所を移動 
してください。 

26、37ぺージ 


-本機のコント□ール出力端子の接続をするとさは、本機と 
接続する機器とを必ずアナ□グ音声コードまたは HDMI 
ケーブルでを接続してください。光デジタルケーブルの接 
続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 

巨己ぺージ 

設定した内容び消えて 

• 本機の電源び入っているとさに強制的に電源コードを抜 


しまった。 

く、または停電などび起さると、設定した内容び消えてし 
まうことびあります。電源コードを抜くとさは、必ずディ 
スプレイユニットのむ STANDBY / ON ボタンまたは U モ 
コンのむ REC 曰 VER ボタンを押して、ディスプレイ表示 
部の [- Off -] 表示び消えてから行ってくださし、特に他機 
器の AC アウトレットから電源コードを接続しているとさ 
はご注意ください。 


動作しない。 

• 電源コードび外れていませんか？電源コードを正しく接 
続してください。 

2日ぺージ 

電源び入らない、または 

. 電源コードをあかずに、 ] 分後に再びディスプレイユニットの 


電源び突然オフになっ 

む STANDBY / ON ボタンまたは U モコンのむ RECEIVER 


た。 

ボタンを押して電源を入れてみてください。 


(再び電源を入れたとさ 

• スピーカーコードびショート（接触）していませんか？ス 

20〜21ぺージ 

にエラーメッセージび 

ピーカーコードのお線をしっかりとねじり、をう一度ス 


表示される場合びあり 

ピーカー端子に接続し直してください。 


ます。） 

• レシーバーサブウーファーのまわりに十分なスペースび 
空いていますか？通風び良くなるよラに設置をかえてみ 
て < ださい。 

己ぺージ 


• 音量ををラ少しルさくしてみてください。 

上記の対策を行ってを症状び改善されないとさは、最寄り 
の弊社サービスステーションにご連絡ください。 

28ぺージ 













こんな表示が出たとまは 


ディスプレイユニットにメッセージび表示されたとさは、じ(下の内容を確認してください。ヴラウ 
ンドの自動設定 （ MCACC ) 中に表示されるエラーメッセージについては39ページをご覧ください。 


1 表示 

意味 1 

1 92kHz PCM 
SACD 

DTS-HD 

DTS Express 
Dolby TrueHD 
Dolby D+ 

再生している音源に対応でさない機能を操作したとさに表示します。 

No M に 

MCACC セットアップマイクを接続していない状態で MCACC ボタンを巧したと 
さ:に表のします。 

Muting 

消音になっている状態で、 TEST TONE または MCACC ボタンを巧したとさに表 
します。 

2ch Only 

マルチチャンネル音声再生時に、ステレオ音声のみに有効な機能を操作したとさに 
表示されます。 

Exit 

各種メニューを表示中に、そのメニューを表示することび禁止されている信号び入 
力されたとさに表示され、通常表示に戻ります。 

HDMI Through 

HDMI 設定び Through になっているときに、音量や U スニングモード、音質設定 
などを行おラとしたとさに表示されます。 

Can't use 

次の操作をした場合に表示されます。 

• サラウンド設定などで操作び禁止されているとさ。 

• 音量び已1似上のとさに、 TEST TONE ボタンを押した場合。 

HDMI C.ERR r* 
HDMI C.ERR 2C* 

HDMI ケーブルの接続を確認してください。をし HDMI ケーブルび正しく接続され 
ている場合、本機び故障している可能性びあります。お買い上げの販売店、または 
お近くのサービスステーションにお問い合わせください。 

Over Temp 

音量を下げてみてください。電源コードを抜さ差しして、電源をオンにし直してを 
この表示び出る場合は、本機び故障している可能性びあります。お買い上げの販売 
店、またはお近くのサービスステーションにお問い合わせください。 

OC Error* 

スピーカーコードびショートしていないか確認してください。をしこの表示び続く 
場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのサービスステーションにお問い合わ 
せください。 

***BackUpERR 

お買い上げの販売店、またはお近くのサービスステーションにお問い合わせください。 


















7 ルチチヤンネル再生にな S ないとまは 


マルチチヤンネル(己]チヤンネル)再生になら 
ないとさは、下を確認してみてください。案が 
簡単なミスや勘違いをしていることもあります。 

1 - SURR ボタンを巧して、 Auto モードを 
選ぶ (42 ぺージ） 

再生している音声に応じたヴウンドモード 
に自動で切り換わります。 

2. テストトーンを出力してみる (49 ページ） 

すべてのスピーカーからテスト I -ーン（ヴー 
という音）び出力されていることを確認し 
て<ださい。テスト!-ーンび出力されない 
スピーカーびあるとさは、接続を確かめて 
から、をう一度テスト!-ーンを出力してみ 
て < ださい。 


製品のお手入れについて 

• 通常は付属のク U —ニングク□スでお手入 
れして < ださい。 

• 本機は表面保護のためのピアノ用ク U — 
ナーを塗布しています。開封時に表面びくすん 
だりムラになって見える場合びあります。その 
際は柔らかい布で一度全体を水}式さし、そのあ 
と、乾いた巧で拭いてください。 

• お手入れの際は市販されているピアノ用ク 
U —ナー（鏡面ツヤ出し用）をご使用ください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など 
び付着すると塗装び変色することびありますの 
でごを意ください。また、化学ぞうさんなどを 
お使いの場合は化学ぞラさんなどに付属のを意 
事項をよくお読みください。 

• お手入れの際は、電源プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 


3. 


B.lch 


のリス ニン グモードを選択する 


(41 〜44ぺージ） 


ステレオソースもマルチチヤンネルにして 
再生されます。 


囚 メモ 

• 複数の音声び収録されている DVD ディ 
スクの場合、再生している音声によつ 
て、ステレオ再生または7ルチチヤンネ 
ル再生になります。 





デジタル音青フォーマツトについて 


ドルビー 


nniDOLBYl 

TRU^E 


ドルビーデジタル 

DVD の標準音声タイプのことです。モノラルやス 
テレオで記録されているソフトもあれば、現在主流 
となっている己.1チヤンネルサラウンドで記録さ 
れているソフトもあります。ドルビーデジタル(己1 
チヤンネルサラウンド)で記録されているソフトと 
は、已つのチヤンネル個別にそれぞれのシーンに 
合った音声び記録されていて、サブウーファーから 
出力される低音を記録されているソフトのことを 
いいます。 


ド ルビー プ□□ジック 

2チヤンネルサラウンド信号や2チヤンネルステレ 
才信号をマルチチヤンネルサラウンドで再生するた 
めの技術です。2チヤンネルサラウンド信号につい 
ては圧縮された信号を忠実にデコード（再生）し、2 
チヤンネルステレオ信号については2チヤンネル分 
の信号からセンター、サラウンドチヤンネルの信号 
を創り出します。ただし、この再生方式ではヴラウ 
ンドチヤンネルはモノラルであるため、左ちのサラ 
ウンドスピーカーからは同じ音声び出力されます。 


ド ルビー プ□□ジック II 

ドルビープ□□ジック II は、ドルビープ□□ジック 
をさらに改良し、ステレオ音声を已 .1 チャンネルに 
拡張して再生するためのマト IJ ックスデコード技 
術です。ステアリング□ジック回路により、全可聴 
帯域のメイン已チャンネルを創り出します。 CD の 
よラな通常のステレオ音楽素材に対してをより優 
れた立体音場効果、包囲感、より明確な定位ををた 
らし、ドルビーサラウンドエンコードされた素材は 
ディスク U —卜己.]チヤンネルに匹敵する移動感を 
を実現でさます。 


■ プ □□ ジックとプ □□ ジック II の違い 


プ□□ジック 

プ □□ ジック II 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべてのステレオ 
音声 

デコード 
チャンネル数 

4.1 チヤンネル 
( サラウンド、 

V モノラル ノ 

已 .1 チャンネル 
サラウンド、 

V ステレオ ノ 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 


ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジタルプラスは、高精細映像放送番組 
やパッケージメディア向けに開発された次世代音 
声技術です。 

HD DVD の必須音声として、ブルーレイディスク 
のオプション音声として、それぞれのフオーマッ 
卜に採用されたこの技術は、将来の放送の要ホを 
満たす高い効率性とさたるベさ高精細映像時代に 
求められる音声の可能性を実現するための機能と 
柔軟性を結合させたをのです。 

音声出力については、ディスク U —トチャンネル 
出力によるマルチチャンネルサウンド出力を行 
い、従来を越える音質で最大7.]チャンネル*出力 
します。また、従来のドルビーデジタルデコーダー 
では通常のドルビーデジタル信号として出力する 
ため、完全互換性を持っています（この際、処理 
遅延や音質劣化はありません)。 

最大目 Mbps のビットレート性能で、 HDDVD で 
は3 Mbps 、 ブルーレイディスクでは1 .7 Mbps び 
最大規格となります。 

ケーブル1本で高精細映像-音声のデジタル接続 
を可能にする HDMI (バージョン1 .3) でサポートさ 
れています。 

* ドルビーデジタルプラスは、8チャンネル似上の 
チャンネル数をサポートしていますび、現在 HD 
DVD およびブルーレイディスクそれぞれの規格 
では、最大音声チャンネル数び8チャンネルに制限 
されています。 

















ドルビー TrueHD 

ドルビー TmeHD は、次世代高精細光ディスク向 
けに開発された□スレス符号化技術です 。 HD 
DVD の必須音声として、ブルーレイディスクの才 
プション音声として、それぞれのフオーマットに 
採用されたこの技術は、 ] ビット精度で復元可能 
な記録•再生を実現し、次世代高精細光ディスク 
の要である高精細映像を完全なをのにします。高 
精細映像と組み合わせることで、ドルビー TrueHD 
は高精細映像と最高品位のサウンドで、かつてな 
いホームシアター 体験を実現します。 

最大18 Mbps のビットレートで、24 bit /96 
kHz 、 最大8チャンネル*の独立チャンネルを記録 
することび可能です。また、ドルビー TrueHD は 
ダイア□グノーマライゼーションやダイナミック 
レンジコント□ールに対応しています。ダイア □ 
グノーマライゼーションは、再生中に他のドル 
ビーデジタル、ドルビー TmeHD プ□グラムに移 
行する際を同一のボ U ユームレベルを維持するこ 
とび可能で、ダイナミックレンジコント□ールで 
は音量を下げてを収録された音源の細部まで聞さ 
とることび可能な （ 音源の細部を聞くために大音 
量にする必要びない）音声再生のカスタマイズで 
す。 

ケーブル]本で高精細映像-音声のデジタル接続 
を可能にする HDMI りくージョン1 .3) でサポートさ 
れています。 

* ドルビー TmeHD は、8チャンネルしソ上のチャン 
ネル数をサポートしていますび、現在 HD DVD お 
よびブルーレイディスクそれぞれの規格では、最 
大音声チヤンネル数び8チヤンネルに制限されて 
います。 


DTS 


藝 ctts~HD 

Master Audio 


DTS 

デジタルシアターシステムズ (Digital Theater 
Systems ) の略で、低圧縮率と高転送レートびも 
たらす豊富な情報量により、高音質マルチチャンネ 
ルサラウンド再生を実現します。音楽用にを独自録 
音による DTS - CD びあります。 


DTS 9 巨 /24 

已 .1 チヤンネルすべてを96 kHz /24 bit の高音質 
で再生する最新のサラウンドフオーマツトで、スタ 
ジオのマスター音源のクオ IJ テイを踏襲していま 
す。 DVD の限られた記録エリアで、高音質/高画質 
を両立させるために開発されました。 

本機は 、 DTS 96/24対応デコーダーを搭載してい 
るので、既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 
DTS 96/24に対応するデコーダー ( AV アンプな 
ど）をデジタル接続することで、再生することびで 
さます。（専用プレーヤーは必要ありません。）従来 
の DTS デコーダーでは通常の DTS 信号として再生 
されるため、完全互換性を持っています。 


DTS-ES 

2日日日年] ] 月に発表されたサラウンドフオーマッ 
卜で 、 「DTS Extended Surround 」 の略称です。 
従来の已 .1 チャンネルにサラウンドバック （ SB ) 
チャンネルを加えたをので、かつてない音像•定位 
感ををたらすことび可能になりました。 rDTS-ES 
ディスク U - 卜目.1」と 「 DTS-ES マトリックス 
6.1」の2種類びあり、どちらを従来の DTS 己.]チャ 
ンネルデコーダーとの下位互換性を有しています。 








DTS Neo : 巨 

すべての 2 チヤンネルソースを6.]チヤンネル化す 
るマト U ツクスデコード技術です。 Cinema モード 
/Music モードびあります。 

CINEMA (Neo 氏 CINEMA) 

6.1 チヤンネル化します。映画再生に適したモード 
で、2チヤンネルでを映画館特有の移動感などをお 
楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

目.1チヤンネル化します。フ□ントからは原音をそ 
のまま再生するため音質の変化びなく、音楽再生 
に適しています。また、センター/サラウンド/サ 
ラウンドバックチヤンネルの音声び音場にナチュ 
ラルな広びり感を加えます。 


DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Audio (DTS-HD マスターオー 
ディオ） は、プ□フェツシヨナルスタジオで作られ 
るマスター音源を、その品質のままに伝送すること 
び可能な フオーマツ トです。 DTS-HD Master 
Audio び伝送する音声は可変データ転送レートで、 
ブルーレイディスクフォー マツ トにおいては毎秒 
最高 24 .已 Mbps. HD DVD フオーマツ トにおい 
ては 18.0 Mbps であり、スタンダード DVD より 
を格段に高い転送レートを持っています。この高 
いデータ転送レートによって、 7.1 チヤンネルの音 
声すべてを 9 目 kHz/ 24 bit の高音質で伝送するこ 
とを可能にしています。 


DTS-EXPRESS 

DTS-EXPRESS は最大己. 1 チヤンネルまでの □— 
ビットレート技術です。 DTS-EXPRESS び伝送す 
る音声は固定データ転送ち式で、 24 kbps 〜 2 己 6 
kbps までをサポートしています。 HD DVD ディス 
クの SUB AUDI 日として、ブルーレイディスクの 
オプション音声として収録される他、放送コンテ 
ンツやメモ U —オーディオコンテンツへの応用び 
想定されています。本機は PRIMARY AUDI 日とし 
て伝送されてさた場合にのみ再生び可能です。 


MPEG-S AAC 


頂 

MPEG-2 オーディオの標準方式のひとつで、目 S デ 
ジタル放送や地上デジタル放送で採用されている 
音声符号化規格です。低ビツトレートでかつ高音 
質を確保でさる点び特長で、番組内容によりマル 
チチヤンネル設定び可能なフォーマツトです。似 
下び米国 y くテントナンノ く一です。 


08/937,9 己 0 

日， 481，614 

己 848391 

己，已 92, 已 84 

己， 291 ，己己 7 

己， 781，888 

己， 4 己 1 ， 9 己 4 

08/039,478 

己 400 433 

08/211.547 

己， 222，189 

己， 703,999 

己， 3 己 7, 己 94 

08/ 己己 7,046 

5 752 22 己 

08/894, 吕 44 

己 394,473 

己， 299,238 

己，己吕 3,962 

5,299,239 

己 274,740 

5,299,240 

己， 633,9 吕 1 

己， 197,087 

己 297 236 

5,490，170 

4,914,701 

己， 264,846 

己， 23 己 ，671 

己， 268,6 吕己 

07/640 ,己已〇 

己， 37 己 ，189 

己，己 79,430 

5, 己 81 ， 6 己 4 

08/678,666 

05-183,988 

98/03037 

5, 己 48, 己 74 

97/0287 己 

08/ 己 06,729 

97/02874 

08/ 己 76,49 己 

98/03036 

己， 717,821 

己， 227,7 吕吕 
己， 28 己， 49 吕 

08/392,7 己巨 








保証と アフターサービス 


保証書（別添）について 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記 
入を確かめて販売店から受け取っていたださ、 
内容をよくお読みのラえ、大切に保管してくだ 
さい。 

^保証期間はご購入曰か61年間です。1 


補修用性能部品の最低保有期間 


ステレオの補修用性能部品の最低保有期間は製 
造打ち切り後8年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


修理に関ずるご質問、ごホ目談 


お買い上げの販売店へご依頼ください。また、 
ご転居されたりご贈答品などでお買い巧めの販 
売店に修理のご依頼びでさない場合は、修理受 
付センターにご相談ください。 

所在地、電話番号は79ページの「ご相談窓□の 
ご案内-修理窓□のご案内」をご覧ください。 


修理を依*!されるとを 


67〜目9ページに従って調べていただき、なお 
異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてか 
ら、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


連絡していただきたい内容_ 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名：己.1 ch サラウンドシステム 
• 型番： HTP - LX 70 
• お買い上げ曰 

• 故障の状況（でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物、公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保 
証書に記載されている当社の保証規定に基づさ 
修理いたします。 

■ 保証期間が週ぎているとまは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理いたします。 

■ お願い： 

修理のために本機をお持ち込みいただく際は、 
部分的な故障と思われる場合でもシステム全体 
での動作確認び必要となるため、全機器をお持 
ち込み願います。 


愛情点巧 


り 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をお勧めいたします。 
こんな症状はありませんか？ 

- 電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 

- 電源コードにさけめやひび割れびある。 

- 電気び入ったり切れたりずる。 

- 本体か 5 異常な音、熱、においびずる。 


ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか 5 抜いて、故障や事故防止のため電気店また 
はお近くのパイオニアヴービスステーシヨンに点検馆料 ) をご依頼ください。 



















仕様 


齡说 s 矿 ファ-部 


■ アンプ部 

実用最大出力 ( JEITA ) 

フ□ント 0_/ R ) 

. 100 W (已0 VV + 已日 W ) 

(1 kHz 、] 日％、8 〇) 
デュアルセンターに L / CR ) 

. 100 W (已日 W + 已日 W ) 

(1 kHz 、] 日％、8 〇) 

サラウンド （ L / R ) 

. 100 W (已日 W + 已日 W ) 

(1 kHz ' ] 日％、8 〇) 
ダブルサブウーファー （2 ch ) 

. 100 W (已日 W + 已日 W ) 

(100 Hz 、 10%、8 〇) 

■ チューナー部 

FM チューナー部 

受信周波数 .76.0 MHz 〜90.0 MHz 

アンテナ . 75 〇不平衡型 

AM チューナー部 

受信周波数 . 已22 kHz 〜] 629 kHz 

アンテナ . ループアンテナ 

■ サブウーファー部 

型式 . バスレフ式フ□ア型 

防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー 

ウーファー . 18 cm (コーン型） x 2 

インピーダンス . 8 0 

再生周波数帯域 . 30 Hz -500 Hz 

最大入力 . 50 Wx 2 ( J 曰 TA ) 

■ 入出力端子 

レシーパ’ーサブウーファー部 

HDMI 端子 

入力 .] 9ピン x 3 

出力 . 19ピン（己 V 、100 mA ) xl 

システムコネクター . 26ピン 

音声入力 . 光デジタル（角型光ジャック ） x 2 

アナ□グ （ RCA 端子） X ] 

ディスプレイユニット部 

システムコネクター . 26ピン 

音声入力 . ステレオミニジャック X ] 

MCACC セットアップマイク用入力端テ 

. 三ニジャック xl 

iPod 端子 . 2日ピン (12 V . 420 mA ) xl 


■ 電源部 

電源電圧 . AC 100 V . 已0 Hz /6 日 Hz 

消費電力 . 69 W 

スタンバイ消費電力 

.0.27 W ( HDMI コント□-ルオン) 

日.1已 W ( HDMI コント□-ルオフ) 

■その他 

レシーパ’ーサブウーファー部 

外形寸法 ...... 24己 mm X 409 mm X 600 mm 

(幅 ）X (高さ ）X (奥行) 
質量 . 1 7.8 kg 

ディスプレイユニット部 

外形寸法 . 168 mm X 74 mm X 88 mm 

(幅 ）X (高さ ）X (奥行) 
質至 . 日.3已 kg 

許容動作温度 . + 5む〜+ 3己む 

許容動作湿度 ....... 曰％〜8曰％(結露のないこと ) 


達記な 7 ス齡-部 


フロント/ センタースピーカー 

型式 . 密閉式ブックシェルフ型 

防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー .5.2 cm (コーン型） x 3 

インピーダンス 

フ□ン h . 8 0 

センター . 8 0 

再生周波数帯域 . 200 Hz 〜2日000 Hz 

最大入力 

フ□ント . 已日 W ( J 曰 TA ) 

センター . 50 W ( J 曰 TA ) 

外形寸法 

. 122.己 mm X 89.己 mm X 104 mm 

(幅） X 搞さ） X 娛行) 
質量 .0.5 kg 

サラウンド スピーカー 

型式 . 密閉式ブックシェルフ型 

防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー .5.2 cm (コーン型） x 2 

インピーダンス . 8 0 

再生周波数帯域 . 200 Hz 〜20 000 Hz 

最大入力 . 50 W ( J 曰 TA ) 

外形寸法 

. 122.己 mm X 89.己 mm X 104 mm 

(幅 ）X (高さ ）X (奥行) 
質量 .0.44 kg 


のその他 




















































■サテライトスピーカー部 

スピーカーコード 

(4 m - フ□ント/センタースピーカー用) 
(10 m •サラウンドスピーカー用） 

スピーカーベース . 

ネジ . 

滑り止めパッド . 


■アクセサリーボックス部 

U モつン . 

AA / LR 目単3形アルカ U 乾電池 

ディスプレイユニット . 

ディスプレイケーブル （3 m )..... 

電源コード (1.5 m ). 

AM ループアンテナ . 

FM 簡易アンテナ . 

HDMI ケーブル （3 m ). 

光デジタルケーブル （3 m ). 

コント□ールケーブル （3 m )....... 

iPod ケーブル (1.5 m ). 

MCACC セットアップ用マイク.. 
保証書 
取扱説明書 

■ レシーパーサブウーファー宜 B 


仕様および外観は改良のため予告なく変更する 
ことびあります。 


本機は一般家庭用機器として作られたもの 
です。一般家庭用 I ソ外（たとえば、飲食店等 
での営業用の長時間使用、車両、船舶への搭 
載使用）で使用し、故障した場合は、保証期 
間内でも有償修理を承ります。 


ク U —ニンクク□ス. 


付属品 


音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるもの 
です。隣近所へのおちいやりを十分にいたしま 
しょう。ステレオの音量はあなたのむびけ次第で 
大さくわルさくもなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でも通りやすいも 
のです。夜間の音楽鑑賞には 
気を配りましょう。近所へ音 
びわれないよラに窓を閉め 
たり、へッドホンで聴くのも 
ひとつの方法です。お互いに 
むを配り、快い生活環境を守 
りましょう。 



4 2 4 4 6 
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^1 1— ^1 ^1 ^1 ^1 -It T— T— 


























サービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（沖縄県の方はミ中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合もございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•化お道地区 

☆札幌サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


受付月〜金日:30〜18:00化■曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜1吕:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
FAX 0]]-611-已日日4干 064-0822 化幌市中央区化2条西201 -3 クワヴワビル 
FAX 0] 巨巨-已己 -7207 干070 -0831 旭 JII 市旭田 J1 条1了目 438-89 
FAX 0] 已已 -23-77 已7 干080-001已帯広市西已条南28了 g 1 -] 

FAX 0138 -40 -己473 干 04]-0811 函食官市實岡田 T2-18-7 


♦東北地区 


☆仙台サービスセンター 

FAX 

022 -37 已 -499 巨 

山形サービス認定店 

FAX 

023 -巨]已 -1627 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-991-74 巨巨 

盛岡サービス認定店 

FAX 

019-巨已 9-1 吕白已 

青森サービス認定店 

FAX 

01 7-73 已 -2438 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178 -44-33 己] 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 


受付月〜金9:30〜1狂00 (± .曰.祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜它受付9:30〜1吕:00、13:00〜18:00 (弊社休業曰は除く） 

干98 1-3] 21仙台市泉区上谷刈日- 10-2 巨 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

〒日 63-8861 郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
干020 -00 已1盛岡市下太田下川原1已3-] 

干030 -0821 青森市勝田 2-16- 10 
干031 -0802 八戸市ル中野 3-1 日-8 
干010 -0802 秋田市州圓II字梶の目34已 -1 


♦東京都内 受付月〜± 9:30〜18:00 ( 日•祝.弊社休業曰は除く） 

世田谷ヴービスステーション FAX 03-3419-4234 干1已已 -0032 世田谷区代ミ尺 4-2 已 -9 

化ま京ヴービスステーション FAX 03-3944-7800 干1 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰久保ビル 1F 

多摩サービスステーシヨン FAX 042-已24-已947 干1日 0-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立川] F 


♦関東-甲信越地区 

な千葉サービスセンター FAX 

松戸ヴービス認定店 FAX 

水戸サービス認定店 FAX 

つくばサービス認定店 FAX 

☆埼玉サービスセンター FAX 

川越サービス認定店 FAX 

宇都宮サービス認定店 FAX 

群馬サービス認定店 FAX 

新潟サービス認定店 FAX 

佐渡サービス指定店横山電機商会 FAX 

☆巧奈川サービスセンター FAX 

横おサービス認定店 FAX 

巧奈川西サービス認定店 FAX 

兰ま島サービス指定店勝見電機 FAX 

松本サービス認定店 FAX 

長野サービス認定店 FAX 

甲府サービス認定店 FAX 


受付月〜金日:30〜18:00化•曰•祝-弊社体業曰は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (鮮社休業日は除く） 

043 -207-25 日日干 263-00] 4千葉市稲毛区作草部町1 369-] 椎の実八イツ 1F 

047 -340- 已〇已2 干270 -002] ホ公戸市ノ」\金原 4-9-23 

029-248-1 30日干3 ] 0-0844 水戸市住吉町307 -4 

0298-已 8-1 369 干30己-004己つ < ば市梅園 2-2 -日 

048-日己]-8030干33 1-08] 2さいたま市化区宮原町1 -3 1 0-1 

049-233 -目已81干3已 0-0804 JI I越市下広谷1 128-1 1 

028-巨已7-已呂82干32 1-09] 2宇者に宮市石井田 T3373-1 

0270-22-]8已9干 372-080] 伊勢崎市宜テ町]] 91 -1 7パサージュ808伊勢崎101号 
02已 -374 -已7己已干9己 0-0 日82新;'寫市中央区堀之内南1 -20-1] 

02已9-己 3-3400 干9已 2- 120日佐渡市金井田 T 千種1 158-1 

04曰-日 43-3788 干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
04已 -34 呂 -8 巨61干240 -0043 横浜市保±ヶ谷区坂本田 T2 已〇 
046-231-1209 干 243-0422 ミ毎を名市中新田 4-10- 己3中山ビ J レ 1F 
04994-6-1 24巨干] 00 - 12 ]] 兰宅村大字坪田 

02巨 3-48-0 已7己干390 -08 已2ホ公本市大字島立180已パイオニア松本拠点 1F 
026-229 -已2已〇干380 -093 已長里す市中！卸所 1-24 
〇已已 -228-8003 干400 -003 已甲府市飯田 4-9-1 4 


♦中部地区 

☆名ち屋 サービスセンター 
岡崎 サービス 認定店 
津 サービス 認定店 
岐阜 サービス 認定店 
静岡 サービス 認定店 
沼ま サービス 認定店 
お松 サービス 認定店 
金が サービス 認定店 
富山 サービス 認定店 
福井 サービス 認定店 


受付月〜金日:30〜18:00吐■曰■祝.弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜1吕:〇0、13:00〜18甘0 (弊社休業日は除く） 
FAX 〇已2-已 32- 1148干4己 1-0063 名古屋市西区}甲切 2-8-1 8 
FAX 〇已巨 4-33-7080 干 444-0 日 3] 岡崎市大ネ□田 J 字荒田 36-1 大辛□ビレッジ 'B-1 
FAX 〇已 9-2 13-目712 〒己] 4-082] 津市垂水已22-已 
FAX 〇已 8-274 -已2已巨〒己00 -S3 己巨岐阜市六条江東]-] -3 
FAX 〇已 4-23 巨-4063 干 422-8034 青き岡市駿ミ巧区高ホ公1 - 1 7- 17 
FAX 〇已已 -9 日 7-84 已已干 4] 0-087 巨ミ召津市 j ヒ今沢 12-7 
FAX 〇已 3-422-140] 干43己-0042お松市東区擦ヶ瀬町41已ビラモデルナ已号 
FAX 07巨- 240-0 已50干920 -03 己2金沢市ち府3-巨 0-1K2 ビレ 1F 
FAX 076-42 己-3027〒日 39-82]] 實山市二□町 1-7-1 
FAX 077日- 27- 17巨目干 9] 0-000] 福井市大願寺3-己 -9 














☆大阪サービスセンター 

FAX 

0 巨-已310 -9] 20 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722 -7 己- 2 已 2 已 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078-26 己-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已 1-2 已已巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -4 巨-302白 

京都サービス認定店 

FAX 

07已 -3 巳 2-2 已88 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -36 -呂 7] 3 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 


♦関西地区 


受付月〜金9:30〜18:00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、1式00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒已 64-00 已2吹田市広ち町己-8 

〒已日3-目322巧市西区津久野町 1-8-1 日□ーズマンション] F 
〒巨已 1-0093 神戸市中央区二冨巧 1T 目] 0-1 □-レル兰宜ノースアベニュー] F 
〒巨71 -0224 姫路市別所町佐± 1-126 
〒目4 1-0021 和歌山市和歌浦東 3-1-2 已 

干 600-8322 京都市下京区西洞院通五条東南角ル柳り T 日1 3-2 五条义保田ビル1 F 
〒巨 30- 目] 32奈良市大森西町2 1-2 巨 
干 620-00 已已福知山市搞尾新町 2-74 カマ八チマンション 


♦中国.四国地区 

☆広島サービスセンター FAX 082-248-9939 

岡山サービス認定店 FAX 08日- 244-8748 

松江サービス認定店 FAX 08己 2-22-777 日 

福山サービス認定店 FAX 0849-31-2791 

鳥取サービス認定店 FAX 08已 7-28-80]] 

徳山廿ービス言忍、定店 FAX 0834 -33 -已7己9 

高松サービスステーション FAX 087-861-4841 

徳島サービス言お定店 FAX 088-669-6076 

高知サービス認定店 FAX 088-802-3321 

松山サービス認定店 FAX 0S9-911 -已已08 


受付月〜金日:30〜 1S:00 (± .曰■祝-興社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜1吕:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干 730-0041 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1F 
干 700-097 己岡山市今 8-1 己- 2] 

〒巨 90-00 17松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 
干720 -08 1已福山市野上町 3- 1 2-9 
干680 -0934 鳥取市徳尾 422-2 
干74日-0006周南市巧富町3-]1森広事務所 1F 
干 760-0078 高松市今里町 1-16-1 

干770-呂023徳島市勝占町中須 92- 1大松ジョ U 力地下1階103号 
干780 -□ □日1高知市愛ち町 3-12-13 晃栄ビル1 F 
干7日 1-80 13松山市山越已 -12-8 


♦九州地区 

☆福岡サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 
宜崎サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093-941-83 已 4 

FAX 

092-4 巨 1-1 已 43 

FAX 

09 已 -849-4 已〇巨 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

097-已已 1-2049 

FAX 

099-201-3803 

FAX 

0白8己- 27-3] 3己 


受付月〜金9:30〜18:00 (± .曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博を区博多駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本] T 目目-4植田ビル 1F 
干81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干8己 2-8] 4己長崎市昭和 1T 目 12- 10ク U スタル八イツ平野 
干 862-09 18熊本市巧立日 T 目 14-1 7 
干 870-0921 大分市软原 3-23-1 己曰商ビル 10] 

干8日 0-0046 鹿児島市西田 3-8-24 サニーサイド21 1F 
干 880-0821 有崎市浮城町日 8-1 


•沖縄県 

ミ中縄サービスステーション 


TEL 098-879-1910 
FAX 0白 8-879- 13已2 


受付月〜金日:30〜1致00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

干901 -2 113浦添市大平 2-2 -巨ひろえ八イツ102 


平成20年2月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 









< 各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

「0120」で始まる眉！フ1」ーコールおよび函.フリーダイヤルは、 PHS、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け■組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請巧について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコ- 

-ル） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、 

±曜•日曜-祝日9:30〜12:00、 

13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■履! 012 0-944-222 

国一般電言舌03— 已496 — 298巨 

■ファックス 

03-3490 -己718 


■インターネットホームページ 

http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜19:00、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 函 . 012。一己一81028 圓一般電話03-已 496-2023 

■ファックス 函.0120— 已一8102日 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/suppQrt/repair.htnnl 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 


沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00 (±曜•日曜•祝日-弊社休業日は除く） 
国一般電言舌 098— 呂79— 1白10 

■ファックス 098-879-1 3已2 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受をセンター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曙-日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜1日:00 (弊社休業日は除く） 
国電言舌 。120-己一81。日已 国一般電言舌。已3日一 43-1] 6] 

■ファックス 函。0120-己 一810 日日 


平成20年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


のその他 











インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneer.jp/suppoi1/ 


このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、 
まことにありびとうございました。弊社では、 
お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」 
をお願いしています。左記アドレスからご登 
録いただくと、ご使用の製品についての重要 
なお知らせなどをお届けいたします。なお、 
左記アドレスは、困ったとさのよくある質問 
や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取 
扱説明書の閲覽など、お客様のお役に立てる 
サービスの 提供を目的とした ページです。 


7 Y イオニア株式会社 
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